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外に出て春を感じる
●施政方針・教育行政方針
●平成２１年度当初予算決定
●定額給付金等申請書は届きましたか
●子育て応援特別手当
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市長との対話日
　4月3日㈮、5月1日㈮　午前9時～正午　市長応接室
※5月1日㈮の対話日は4月24日㈮までに、人事グループ
　（☎52－1111内線309）へ申し込んでください。
税務相談（税理士）　
　4月14日㈫　午後1時～午後3時　市役所市民相談室
※相続・贈与・不動産取得などに関する税一般。予約優先
　（☎52－1111内線269）です。
労働相談（西三河事務所職員）　　
　4月8日㈬　午後1時～午後4時　市役所市民相談室
※職場での悩みごと・困りごとなど（解雇・賃金・労働時
　間など）
市民相談（市民生活グループ職員）　
　平日　午前8時30分～午後5時15分　市役所市民相談室
※市役所へのご意見・ご要望など。
　日系人相談（ポルトガル語の分かる相談員）
※庁舎内の案内など。
　平日　午前8時30分～午後5時　市役所市民生活グルー
プ
人権相談（人権擁護委員）
　4月2日㈭、5月7日㈭　午後1時～3時　市役所市民相談
室
※いじめ、虐待、差別などの人権問題。
行政相談（行政相談委員）　
　4月2日㈭、5月7日㈭　午後1時～3時　市役所市民相談
室
※国、県、市などに対する苦情・要望など。
消費生活相談（消費生活相談員）　
　4月10日㈮　午後1時～4時　市役所市民相談室
※消費者トラブルの相談など。
教育相談
　平日　午前8時30分～午後5時15分　子ども権利支援セ
ンター（全世代楽習館内）
※事前に子ども権利支援センター（☎54－4686）または
　学校経営グループ（☎52－1111内線345）へ申し込
　んでください。

心配ごと相談（弁護士）
　4月1日㈬・15日㈬、5月7日㈭
午後1時～3時45分　いきいき広場
※予約制。事前に、社会福祉協議会
　（☎52－2002）へ申し込んでください。
女性悩みごと相談（県女性相談員）
　4月13日㈪　午前10時～午後4時　いきいき広場（☎
52－9871）
※家庭のいざこざなど、人に言えない悩みについて。
介護保険相談（介護保険グループ職員）
　平日　午前8時30分～午後5時15分　いきいき広場（☎
52－9871）
こども相談（刈谷児童相談センター心理判定員）
　4月8日㈬　午前9時45分～午後4時　いきいき広場
※予約制。事前にいきいき広場内地域福祉グループ（☎52
　－9871）へ申し込んでください。
家庭児童相談（家庭児童相談員）
　平日　午前9時～午後3時45分　いきいき広場（☎52－
9871）
※子どもと家庭の悩み事相談など。
母子自立支援相談（母子自立支援員）
　平日　午前9時～午後3時45分　いきいき広場（☎52－
9871）
※自立に必要な情報提供・指導・相談など。
母子家庭就業相談（県就業相談）
　4月21日㈫　午後2時～4時　いきいき広場（☎52－
9871）
心理相談（臨床心理士）
　毎週水曜日　午後1時～5時
※予約制。事前にいきいき広場（☎52－9871）へ申し込
んでください。
障害相談（相談支援専門員）
　平日　午前8時30分～午後5時15分　いきいき広場（☎
52－9610）
※障がい者の生活全般に関する相談

行事 カレンダー 4
●人口と世帯数（Ｈ21.3.1現在）
人　口　４４,４７８人　（－６１）　　　男　２３,０４７人（－８）
世帯数　１６,８０６世帯（－１８）　　　女　２１,４３１人（－５３）　（前月比）
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昭
和
の
日

図
書
館
紙
芝
居
の
日

図
書
館
お
は
な
し
会

幼
稚
園
・
保
育
園
入
園
式

中
学
校
入
学
式

大
山
緑
地
夜
桜
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
最
終
日　
※
開
花
状
況
に
よ
り
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

小
学
校
入
学
式

高
浜
市
文
化
協
会「
大
山
さ
く
ら
も
の
が
た
り
」開
催（
大
山
緑
地
周
辺
）

ド
ー
ム　
ガ
ラ
ス
の
美
展
︱
創
造
す
る
伝
統
︱

（
か
わ
ら
美
術
館
）
〜
５
月
２₄
日
ま
で

ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
の
ひ
と
と
き
（
吉
沢
公
民
館
）

刈
谷
豊
田
総
合
病
院
高
浜
分
院
開
院　

※
受
診
は
２
日
か
ら
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大瀬良優一くん（高中 1 年）
第 45 回全日本書初め大展覧会で日本武道館会長賞を受賞

　高浜市消防団が永年にわたり消防防災に活躍し、市
民の安心安全に寄与したことに対して、消防庁長官か
ら表彰旗を受章されました。表彰式は、さる、3月6
日、東京都ニッショーホールで行われ、鈴木団長が出
席しました。
　団長は「名誉ある章を頂いたことで、感激していま
す。高浜市消防団は、110年以上の歴史と伝統があ
ります。永い間、常に防災の要として、火災現場や台
風などの自然災害の防御に活躍してきました。今、消防局が発足し、その活躍の場は少なくなりま
したが、大災害が発生したときには、その人員力が期待されています。社会状況の変化にともない、
きつい、つらい消防団活動は敬遠され、常に活動できる団員は少なくなっています。これを契機に、
更なる消防団活躍の励みとし、市民の期待に応じえたいと思っています。」と話してくれました。
　市民の皆様には、消防団の式典などの機会にお披露目いたします。

消防団員募集！！
　火災や災害から市民の生命・財産を守る消防団は高浜市の誇りです。消防団では、共に活動し
てくれる勇者を募集しています。
　消防団員は、身分が保障されており、報酬や退職報酬金などが支給され、活動中にけがなどを
された場合、公務災害補償などが受けられます。
入団申込・問合せ先
・市役所生活安全グループ　☎52－1111（内線322）
・高浜消防署　☎52－1190（内線29）

　1月5日に日本武道館で開催さ
れた席書大会において、全国か
ら予選を通過した約3,000人の
参加者が、新年の思いを筆に託し、
書初めに取り組みました。
　高浜中学校1年の大瀬良優一く
んは、全国の中学1年生の頂点に
立ち、日本武道館会長賞を受賞し
ました。

表彰の広場
高浜市消防団　消防庁長官から表彰



�H21.4.1H21.4.1�

【
は
じ
め
に
】

　

現
在
の
世
界
同
時
不
況
は
「
１００

年
に
一
度
の
危
機
」
と
も
言
わ
れ
、

１
９
２
９
年
に
始
ま
っ
た
「
世
界
大

恐
慌
」
が
思
い
起
こ
さ
れ
ま
す
。
そ

の
当
時
、
先
の
見
え
な
い
袋
小
路
か

ら
の
脱
却
と
い
う
重
い
課
題
を
背
負

っ
て
登
場
し
た
の
が
、
高
橋
是
清

で
し
た
。
１３
歳
で
ア
メ
リ
カ
に
留
学

し
た
も
の
の
、
奴
隷
と
し
て
売
ら
れ
、

葡
萄
園
で
働
か
さ
れ
る
苦
労
を
味
わ

う
な
ど
、
度
重
な
る
逆
境
が
高
橋
の

人
間
力
を
鍛
え
ま
し
た
。
日
本
経
済

が
危
機
的
局
面
に
立
つ
た
び
に
政
治

経
済
の
表
舞
台
に
登
場
、
特
に
大
蔵

大
臣
は
７
回
も
務
め
た
ほ
ど
で
「
一

足
す
一
は
二
、二
足
す
二
は
四
と
思

い
込
ん
で
い
る
秀
才
に
は
、
生
き
た

財
政
は
分
か
ら
な
い
も
の
だ
」
と
言

い
、
労
苦
と
挫
折
を
糧
に
卓
越
し
た

人
生
観
を
持
ち
、
危
機
に
対
す
る
的

確
な
分
析
、
迅
速
果
敢
な
金
融
政
策

に
よ
っ
て
幾
度
と
な
く
難
局
を
打
開

し
ま
し
た
。

　

私
は
、
職
員
に
対
し
、「
ピ
ン
チ

を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
て
、
さ
ら
な

る
進
化
を
目
指
し
て
く
だ
さ
い
」
と

申
し
ま
し
た
。「
困
難
だ
か
ら
何
も
で

施政方針
本文は、市議会３月定例会で行った施政方針演説の一部を抜粋したものです

教育行政方針
本文は、市議会３月定例会で行った教育行政方針演説の一部を抜粋したものです

き
な
い
」
と
諦
め
る
こ
と
は
簡
単
で

す
。
目
前
の
事
態
に
目
を
つ
む
っ
て

い
て
も
、
得
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
「
従
来
ど
お
り
に
」
と
い
う
姿

勢
を
続
け
れ
ば
、
事
態
は
悪
化
す
る

一
方
で
す
。「
大
変
だ
、
大
変
だ
」
と

騒
い
で
い
る
だ
け
で
は
、
何
も
変
わ

り
ま
せ
ん
。
行
動
を
起
こ
せ
ば
、
必

ず
何
ら
か
の
変
化
を
生
み
出
す
こ
と

が
で
き
ま
す
。
自
治
体
経
営
に
お
い

て
も
、
現
場
に
目
を
向
け
、
耳
を
傾

け
な
が
ら
、
慣
れ
親
し
ん
だ
や
り
方

を
見
直
し
、
変
革
す
る
意
志
を
持
ち
、

新
た
な
挑
戦
に
挑
ん
で
い
く
と
い
う

姿
勢
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

　

私
は
常
々
、「
余
力
の
あ
る
今
な
ら
、

今
だ
か
ら
こ
そ
、
次
の
手
が
打
て
る
。

選
択
肢
が
た
く
さ
ん
あ
る
う
ち
に
挑

戦
す
る
」
を
口
癖
と
し
、
困
難
な
時

代
に
も
耐
え
う
る
基
礎
自
治
体
を
目

指
し
て
、
構
造
改
革
を
進
め
て
き
ま

し
た
。
構
造
改
革
は
行
政
組
織
の
あ

り
方
に
留
ま
ら
ず
、
地
域
社
会
の
あ

り
方
を
も
見
据
え
た
も
の
で
す
。
い

か
に
住
民
自
治
を
拡
充
し
、
地
方
自

治
本
来
の
姿
に
立
ち
返
る
か
。
そ
の

た
め
に
地
域
内
分
権
を
推
進
し
て
き

ま
し
た
。
市
民
と
行
政
が
共
に
手
を

携
え
れ
ば
、
一
足
す
一
は
二
以
上
の

大
き
な
力
と
な
り
、
こ
の
困
難
な
時

を
乗
り
越
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
基
づ
く
重
点
施
策
】

　

構
造
改
革
関
連
に
つ
い
て
、
全
小

学
校
区
で
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
活

動
が
始
ま
り
、
地
域
内
分
権
は
第
２

ス
テ
ー
ジ
へ
入
り
ま
す
。
自
治
体

の
憲
法
と
言
わ
れ
る
「
自
治
基
本
条

例
」
の
制
定
に
着
手
し
、
議
員
・
市

民
の
皆
様
と
議
論
を
重
ね
、
自
治
意

識
の
さ
ら
な
る
向
上
に
努
め
て
い
き

ま
す
。
第
６
次
総
合
計
画
の
策
定

は
、
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
や

地
域
福
祉
計
画
と
い
っ
た
関
連
計
画

と
の
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
土
地
利

用
計
画
の
検
討
、
基
本
計
画
の
施
策

指
標
、
目
標
値
の
検
討
な
ど
を
行
う

と
と
も
に
、
各
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

で
策
定
さ
れ
る
地
域
計
画
の
内
容
を

反
映
し
ま
す
。
吉
浜
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
が
推
進
す
る
「
誰
も
が
住
み
や

す
く
安
心
・
安
全
で
活
気
の
あ
る
ま

ち
」
の
実
現
に
向
け
、
拠
点
施
設
を

整
備
し
ま
す
。
市
立
病
院
事
業
の
民

間
活
力
の
導
入
と
し
て
、
市
立
病
院

を
４
月
１
日
に
医
療
法
人
豊
田
会
に

移
譲
し
、
刈
谷
豊
田
総
合
病
院
高
浜

分
院
の
運
営
に
要
す
る
経
費
等
に
対

し
て
、
４
億
９
，
４
６
５
万
６
千
円

を
補
助
し
ま
す
。
新
た
な
行
政
課
題

に
対
応
す
る
プ
ラ
ン
と
し
て
、「
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
支
え
る
た
め

の
プ
ラ
ン
」
で
は
、
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ

ー
チ
ャ
ー
に
よ
る
小
学
校
の
国
語
と

算
数
、
中
学
校
の
数
学
と
英
語
に
お

け
る
少
人
数
指
導
授
業
や
チ
ー
ム
・

テ
ィ
ー
チ
ン
グ
指
導
に
引
き
続
き
力

を
入
れ
て
取
り
組
み
ま
す
。
新
た
に

幼
稚
園
に
お
け
る
子
育
て
支
援
と
し

て
、
夏
季
預
か
り
保
育
事
業
を
実
施

し
、
園
児
の
健
全
育
成
と
育
児
家
庭

に
対
す
る
子
育
て
支
援
を
図
り
ま
す
。

「
安
全
で
安
心
な
社
会
を
実
現
す
る

た
め
の
プ
ラ
ン
」
で
は
、
地
域
防

災
・
減
災
体
制
の
強
化
と
し
て
、
新

た
に
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
及
び
防
災
ベ

ッ
ド
の
設
置
費
を
助
成
し
、
住
宅
全

体
の
耐
震
改
修
が
困
難
な
世
帯
に
対

し
、
被
害
軽
減
を
図
り
ま
す
。
道
路
・

橋
り
ょ
う
関
連
で
は
、
高
取
小
学
校

東
の
前
橋
の
改
築
工
事
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
市
道
吉
浜
高

取
線
の
呉
竹
・
屋
敷
町
地
内
の
道
路

新
設
部
分
の
用
地
取
得
に
努
め
、
ご

協
力
が
得
ら
れ
れ
ば
道
路
新
設
工
事

を
実
施
し
ま
す
。「
地
域
活
性
化
の
た

め
の
プ
ラ
ン
」
で
は
、
企
業
の
環
境

施
設
の
整
備
促
進
、
障
が
い
者
を
含

め
た
雇
用
の
拡
大
、
子
育
て
支
援
施

設
の
整
備
促
進
の
推
進
を
図
り
、
企

業
誘
致
に
取
り
組
み
ま
す
。
産
業
活

性
化
支
援
で
は
、
市
商
工
会
を
中
心

と
す
る
三
河
の
瓦
産
業
活
性
化
検
討

委
員
会
に
対
し
、
業
務
提
携
実
現
な

ど
の
産
地
の
構
造
改
善
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
三
州
瓦
ブ
ラ
ン
ド
の
認

知
度
向
上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
緊

急
的
な
地
域
産
業
の
支
援
で
は
、
商

工
業
振
興
資
金
及
び
経
済
環
境
適
応

資
金
の
融
資
を
受
け
る
際
の
負
担
軽

減
に
寄
与
す
る
た
め
、
保
証
料
の
補

助
率
を
１００
パ
ー
セ
ン
ト
に
、
限
度
額

は
、
愛
知
県
商
工
業
振
興
資
金
に
係

る
も
の
は
２０
万
円
を
限
度
と
す
る
規

則
改
正
を
し
、
中
小
企
業
者
の
事
業

資
金
の
効
率
的
運
用
促
進
を
支
援
し

ま
す
。「
高
浜
市
み
ん
な
で
ま
ち
を
き

れ
い
に
し
よ
う
条
例
」
の
施
行
に
伴

い
、
市
民
の
皆
様
が
き
れ
い
で
住
み

よ
い
地
域
社
会
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

環
境
美
化
推
進
員
と
指
導
員
が
連
携

し
、
地
域
の
環
境
美
化
進
展
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
高
浜
エ
コ
ハ
ウ
ス
事

業
と
し
て
、
資
源
ご
み
の
分
別
精
度

の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
積
極
的

な
環
境
学
習
の
推
進
を
図
る
施
設
と

し
て
運
用
し
ま
す
。「
障
が
い
者
福
祉

政
策
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
プ
ラ
ン
」

で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
ポ
ー
ト
た
か

は
ま
を
通
じ
た
就
労
支
援
や
、
授
産

所
高
浜
安
立
の
工
賃
倍
増
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
へ
の
支
援
な
ど
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。
障
が
い
者
の
生
涯
を
通
じ

て
の
一
貫
し
た
支
援
と
し
て
、
関
係

機
関
と
連
携
し
、
情
報
を
共
有
化
し

た
「
障
が
い
者
支
援
カ
ル
テ
シ
ス
テ

ム
」
を
４
月
よ
り
稼
働
さ
せ
、
相
談

支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

【
お
わ
り
に
】

　

本
市
が
持
続
可
能
な
自
立
し
た
基

礎
自
治
体
た
る
た
め
に
、
そ
し
て
、

真
の
自
治
の
確
立
に
向
け
て
、
５
年

先
、
１０
年
先
を
見
据
え
て
、
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
、
さ
ら
に
種
を
蒔
き
、

芽
を
育
て
、
大
き
な
花
を
咲
か
せ
、

そ
し
て
実
を
結
ぶ
た
め
に
、
動
き
を

止
め
る
こ
と
な
く
、
着
実
に
歩
を
進

め
ま
す
。

市長　森　貞述

　

高
浜
市
教
育
員
会
と
し
て
は
、
平

成
２１
年
度
次
の
事
項
に
力
を
入
れ
て

教
育
行
政
に
取
り
組
み
ま
す
。

１　

確
か
な
学
力
の
向
上

　

⑴
教
師
力
（
授
業
力
）
の
向
上

　

一
人
一
人
の
教
師
は
、
児
童
生
徒

へ
の
指
導
力
や
学
級
づ
く
り
・
授
業

づ
く
り
の
力
量
を
高
め
、
教
師
力
の

向
上
に
努
め
ま
す
。「
確
か
な
授
業
づ

く
り
事
業
」
を
継
続
し
、
そ
の
取
組

を
よ
り
充
実
さ
せ
、
授
業
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。
学
年
の
連
携
強
化
を

図
り
、
学
年
体
制
で
の
授
業
力
の
向

上
に
も
努
め
ま
す
。
ま
た
、
指
導
法

や
対
応
の
仕
方
等
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
現
役
教
師
や
退
職
教
師
を

招
へ
い
し
て
、
自
主
研
修
会
を
実
施

し
、
若
い
教
員
等
の
教
師
力
の
向
上

に
努
め
ま
す
。

　

⑵
学
力
の
向
上

　

き
め
細
か
く
指
導
で
き
る
少
人
数

指
導
は
学
習
効
果
を
あ
げ
ま
す
。
引

き
続
き
サ
ポ
ー
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
配

置
の
充
実
を
図
り
、
算
数
・
数
学
及

び
英
語
に
お
い
て
き
め
細
か
な
少
人

数
指
導
を
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、
２３

年
度
か
ら
小
学
校
で
英
語
教
育
が
本

格
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
、
小

学
校
へ
も
外
国
人
Ａ
Ｌ
Ｔ
講
師
を
新

た
に
派
遣
し
、
英
語
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

⑶
特
別
支
援
教
育
・
外
国
人
支
援

　

障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
の
教
育
で

は
、
引
き
続
き
ス
ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ

ン
ト
と
通
級
指
導
担
当
を
必
要
に
応

じ
配
置
し
、
そ
れ
ら
の
子
ど
も
に
対

し
、
き
め
細
か
い
指
導
が
個
別
に
で

き
る
よ
う
に
し
ま
す
。
特
別
支
援
教

育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
よ
る
入
り
込
み

に
よ
る
指
導
や
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
配
置
に
よ
る
子
供
た
ち
に
寄
り
添

う
き
め
細
か
な
生
活
支
援
も
大
変
有

効
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
人
的
支
援
も

継
続
し
ま
す
。
ま
た
、
外
国
人
児
童

生
徒
は
、
日
本
語
の
理
解
不
足
や
日

本
の
文
化
・
風
習
に
慣
れ
な
い
こ
と

で
、
学
校
不
適
応
を
起
こ
す
こ
と
が

あ
る
た
め
、
児
童
生
徒
が
一
定
期
間

日
本
語
や
日
本
の
文
化
・
習
慣
等
を

集
中
的
に
学
ぶ
外
国
人
早
期
適
応
指

導
を
本
年
度
か
ら
実
施
し
ま
す
。

２　

心
豊
か
で
た
く
ま
し
い
子
ど
も

　

の
育
成

　

⑴
心
の
教
育
の
充
実

　

心
の
教
育
の
中
心
は
、
学
校
教
育

活
動
全
体
で
取
り
組
む
道
徳
教
育
で

す
。
道
徳
的
心
情
を
意
識
さ
せ
、
自

己
肯
定
感
を
味
わ
わ
せ
、
自
信
に
つ

な
げ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
あ
ら
ゆ

る
教
育
活
動
の
場
に
お
い
て
道
徳
の

基
礎
基
本
を
学
ば
せ
、
教
科
の
授
業

を
通
し
て
我
慢
す
る
力
や
共
に
協
力

す
る
力
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
こ
と
も

重
要
な
こ
と
で
す
。
子
ど
も
た
ち
の

発
達
に
応
じ
た
道
徳
教
育
の
充
実
と

道
徳
時
間
の
確
保
、
道
徳
教
材
の
開

発
と
発
掘
、
そ
の
蓄
積
と
活
用
等
に

努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
基
本
的

な
生
活
習
慣
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
も
、

重
要
な
こ
と
と
考
え
、
子
ど
も
た
ち

が
規
範
意
識
を
持
ち
、
正
し
い
善
悪

の
判
断
の
も
と
で
行
動
し
、
モ
ラ
ル

や
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ら
れ
る
指
導
・

支
援
に
努
め
ま
す
。

　

⑵
い
じ
め
不
登
校
対
策
・
学
校
不

　

適
応
支
援

　

早
期
発
見
早
期
対
応
に
心
が
け
、

新
た
な
不
登
校
児
童
生
徒
を
出
さ
な

い
予
防
対
応
策
の
取
組
、
生
徒
指
導

相
談
員
や
不
登
校
相
談
員
を
配
置
し
、

学
校
と
の
連
携
を
密
に
し
誠
実
に
そ

の
対
応
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
生
徒

指
導
巡
回
相
談
員
の
配
置
も
継
続
し
、

巡
回
指
導
や
家
庭
訪
問
な
ど
、
不
登

校
を
は
じ
め
学
校
不
適
応
児
童
生
徒

へ
の
支
援
を
充
実
さ
せ
ま
す
。
更
に
、

人
的
配
置
が
有
効
に
機
能
す
る
よ
う

事
務
局
に
よ
る
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
の

充
実
も
図
り
、
予
防
と
対
策
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
引
き
続
き
中
学
校
に

は
、
ス
ク
ー
ル
ヘ
ル
パ
ー
を
配
置
し
、

不
適
応
生
徒
の
学
習
指
導
や
相
談
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

３　

信
頼
さ
れ
る
開
か
れ
た
学
校

　

⑴
学
校
評
価
・
学
校
関
係
者
評
価
・

　

第
３
者
評
価
・
教
育
委
員
会
評
価

　

学
校
評
価
検
討
委
員
会
を
中
心
と

し
た
学
校
評
価
、
学
校
関
係
者
評
価

等
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
第

３
者
評
価
は
、
よ
り
効
果
的
で
有
効

性
の
高
い
評
価
が
実
施
で
き
る
よ
う

そ
の
充
実
も
図
り
ま
す
。
更
に
、
学

校
評
価
事
業
の
中
間
的
な
ま
と
め
と

し
て
「
学
校
評
価
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

を
計
画
し
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
を
振

り
返
り
、
教
職
員
の
学
校
評
価
に
対

す
る
意
識
醸
成
を
図
り
ま
す
。

　

２０
年
度
に
教
育
行
政
事
務
の
管
理

執
行
状
況
に
つ
い
て
自
己
点
検
・
評

価
を
行
い
、
議
会
に
結
果
を
報
告
す

る
と
と
も
に
、
公
表
し
ま
し
た
。
昨

年
度
は
、
点
検
項
目
が
具
体
性
に
欠

け
た
こ
と
、
評
価
方
法
等
の
改
善
が

必
要
な
こ
と
、
有
識
者
と
の
か
か
わ

り
方
な
ど
の
課
題
が
明
ら
か
と
な
り

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
こ
れ
ら
の
課

題
の
解
決
を
図
り
、
教
育
委
員
会
評

価
の
充
実
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

⑵
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
発

　

信

　

各
学
校
は
、
各
種
た
よ
り
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
ブ
ロ
グ
等
で
様
々
な
情

報
を
家
庭
や
地
域
に
発
信
し
て
い
ま

す
。
地
域
の
方
々
と
の
協
働
性
を

確
か
な
も
の
に
し
て
い
く
た
め
に
も
、

授
業
風
景
や
各
種
活
動
、
行
事
を
家

庭
や
地
域
に
発
信
し
、
学
校
を
理
解

し
て
も
ら
え
る
積
極
的
な
情
報
発
信

に
努
め
る
よ
う
各
校
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

４　

教
育
環
境
の
充
実

　

学
校
の
情
報
化
を
推
進
し
、
グ
ル

ー
プ
ウ
エ
ア
に
よ
る
行
事
予
定
や
児

童
生
徒
の
情
報
管
理
、
事
務
の
効
率

化
、
職
員
の
積
極
的
な
活
用
を
推

進
し
て
い
く
こ
と
に
努
め
ま
す
。
ま

た
、
今
年
度
吉
浜
小
学
校
北
校
舎
の

外
壁
の
改
修
と
高
浜
中
学
校
南
校
舎

の
給
水
管
の
改
修
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
新
た
な
工
事
・
修
繕
の
必
要
が

生
じ
た
場
合
に
は
学
校
現
場
と
協
議

し
な
が
ら
迅
速
に
進
め
、
安
心
・
安

全
な
学
校
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
が
、
心
豊
か
に
た
く

ま
し
く
成
長
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願

わ
な
い
人
は
い
ま
せ
ん
。
今
一
度
、

子
育
て
に
つ
い
て
学
校
、
家
庭
、
地

域
社
会
の
役
割
と
連
携
の
在
り
方
を

再
認
識
し
責
務
を
遂
行
し
、
志
を
高

く
持
ち
、
創
造
性
を
発
揮
し
て
、
ま

さ
に
「
生
き
る
力
」
を
持
ち
備
え
た

子
ど
も
た
ち
の
育
成
を
目
指
し
、
教

育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
努

め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
現
在
、

教
育
改
革
の
進
行
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
教
育
の
基
本
理
念
は
普
遍
で
あ

り
、
そ
れ
は
目
の
前
に
い
る
一
人
一

人
の
子
ど
も
た
ち
の
人
格
の
形
成
に

外
な
り
ま
せ
ん
。
高
浜
市
教
育
委
員

会
と
し
て
は
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
成
長
を
願
い
、
教
師
力
を
高
め

る
と
と
も
に
、
生
き
生
き
と
教
育
活

動
が
で
き
る
よ
う
、
引
き
続
き
人
的
・

物
的
支
援
や
当
面
す
る
教
育
課
題
に

対
す
る
指
導
・
支
援
を
し
て
ま
い
り

ま
す
。

教育長　岸本和行
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　一般会計は、127億8,050万円で、前年度に対し
て4.0％の増となっています。市民の皆さんと約束を
したマニフェスト事業を実現するとともに更なる構
造改革により健全財政を堅持しつつ、「持続可能な自
立した基礎自治体」を確立するため、市民の皆さん
にとって真に必要な事業を「選択と集中」により厳
選し、「財政健全化」を更に推進する予算編成としま
した。
　主な事業では、「地域にできることは地域で」を
スローガンとした地域内分権推進事業において、吉
浜まちづくり協議会拠点施設を整備していきます。
　また、4月より施行される「高浜市みんなでまちを
きれいにしよう条例」を推進する体制を整備し、き
れいで住みやすい地域社会の実現を目指します。
　さらに、教育環境の整備、向上を図るべく、高浜
幼稚園園舎増築工事を行います。

特別会計の内容
●国民健康保険事業…… ………… …29億6,403万円
●土地取得費　……………………… 1億5,206万円
●老人保健　……………………………… 1,002万円
●公共下水道事業　……………… 12億4,800万円
●公共駐車場事業　……………………… 2,806万円
●介護保険　……………………… 20億1,093万円
●後期高齢者医療　………………… 3億3,985万円

企業会計の内訳
●水道事業会計………………… 10億7,482万円

◆予算
　一般に一定期間における収入・支出の見積
りであると同時に支出額と支出の内容を制限
する拘束力をもっています。予算は、市長が
議会に提案し、議会の議決によって成立しま
す。

◆一般会計予算
　市の会計の基本となるものです。市税収入
を主な財源として、福祉の充実や道路の整備
など市の基本的な施策に要する経費の合計で
す。

◆特別会計
　特定の事業を行う場合、その特定の歳入を
特定の歳出に充て、一般会計と別に経理する
会計です。高浜市では、現在国民健康保険事
業など７つの特別会計があります。

◆企業会計
　民間企業と同じように、独立採算制を原則
とする事業を経理する会計です。

予算早わかり予算早わかり

平成21年度当初予算決定
平成21年度一般会計、特別会計、企業会計を合わせた
予算総額は206億827万円で、前年度に対して６.４％
の減となっています。

総　　額　２０６億　 ８２７万円（６.４％減）
一般会計　１２７億８,０５０万円（４.０％増）
特別会計　　６７億５,２９５万円（８.３％減）
企業会計　　１０億７,４８２万円（ 54.4％減）
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平成 ２１ 年度当初予算決定

一般会計の内訳

歳入（単位：千円）（　）は前年対比伸率（％）

市税　…………………………… ７，９４９，４９８（△　６．１）
地方譲与税　……………………… １１９，０００（△　８．５）
利子割交付金　…………………… ３２，０００（　　０．０）
配当割交付金　…………………… １５，０００（△　５３．１）
株式等譲渡所得割交付金　………… ５，０００（△　８０．８）
地方消費税交付金　……………… ４４４，０００（　　１３．３）
自動車取得税交付金　…………… ８１，０００（△　２８．９）
地方特例交付金　………………… ８０，０００（　　１４．３）
地方交付税　……………………………… １（△１００．０）
交通安全対策特別交付金　………… ７，０００（　　０．０）
分担金および負担金　…………… １５９，７２８（△　８．７）
使用料および手数料　…………… ２４５，２８１（△　８．９）
国庫支出金　……………………… ７３５，２５２（　　７．９）
県支出金　………………………… ５６８，８３５（△　６．２）
財産収入　………………………… ５６，１８４（△　２１．７）
寄附金　………………………………… １１１（　９０９．１）
繰入金　………………………… １，１８５，８８５（　１３４．３）
繰越金　………………………………… １０（　　０．０）
諸収入　…………………………… ４２２，７１５（　　３５．３）
市債　……………………………… ６７４，０００（　　９０．９）
　計	 １２，７８０，５００（　　４．０）

歳出（単位：千円）（　）は前年対比伸率（％）

議会費　…………………………… １６９，８９１（△　１．３）
総務費　………………………… １，８２８，４００（　　３８．７）
民生費　………………………… ３，８１４，６０５（　　２．０）
衛生費　………………………… ２，１２９，６４１（　　２２．０）
労働費　…………………………… ４４，８５１（　　６．２）
農林水産業費　…………………… １１５，００６（　　１５．９）
商工費　…………………………… ２２２，１３２（　　６．６）
土木費　………………………… １，１３７，４３５（△　１４．４）
消防費　…………………………… ４７７，７８８（△　０．２）
教育費　………………………… １，３６８，１２５（△　１．９）
災害復旧費　……………………………… ４（　　０．０）
公債費　………………………… １，４４２，６２１（△　１６．４）
諸支出金　………………………………… １（△１００．０）
予備費　…………………………… ３０，０００（　　０．０）
　計　	 １２，７８０，５００（　　４．０）

問合せ先
　　市役所財務経理グループ　☎52-1111

（内線306,302）

歳 出
127億8,050万円

総務費
（14.3%）

労働費（0.4%）

農林水産業費（0.9%）

商工費（1.7%）

予備費（0.2%） 議会費（1.3%）

消防費
（3.7%）

民生費
（29.9%）

衛生費
（16.7%）

公債費
（11.3%）

教育費
（10.7%）

土木費
（8.9%）

歳 入
127億8,050万円

諸収入（3.3%）

市費（5.3%）

地方譲与税　　　　（0.9%）
利子割交付金　　　（0.3%）
配当割交付金　　　（0.1%）
地方消費税交付金　（3.5%）
自動車取得税交付金（0.6%）
地方特例交付金　　（0.6%）

分担金および負担金
　　　　　（1.3%）
使用料および手数料
　　　　　（1.9%）

県支出金
（4.5%）

国庫支出金
（5.8%）

財産収入（0.4%）
繰入金　（9.3%）

市税
（62.2%）
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　　定額給付金は、平成21年２月１日を基準日として、基準日にお住まいの市町村の住民基本台帳など
に登録されている世帯主に給付するものです。
　高浜市に２月２日以降に転入された方は、以前お住まいの市町村での給付となります。
　また、２月２日以後に世帯分離された方も、２月１日基準日時点の世帯主が受給者となります。
　申請書は、３月25日（水）に郵送しました。対象者の方で申請書が届かない場合は、お問い合わせく
ださい。
対　象　者　平成21年2月1日において、①または②のいずれかに該当する方
　　　　　　①高浜市の住民基本台帳に記録されている方
　　　　　　②高浜市の外国人登録原票に登録されている方（不法滞在者、短期滞在者は除く）
給　付　額　対象者1人につき1万2,000円
… ※平成21年２月1日において、65歳以上の方と18歳以下の方については2万円となります。
受　給　者　対象者のいる世帯の世帯主（②の方については各対象者）
申請の方法　市役所から送付された申請書に必要事項を記入し、本人確認ができる書類のコピー、振込口

座の通帳のコピーを同封してある返送用封筒に入れ、市役所あてに返送してください。
… ※詳しくは、申請書に同封された手引きをご覧ください。
申 請 期 間 … ３月25日（水）～９月25日（金）
受 付 窓 口 … ６月８日（月）から受付窓口を設置します。

出　張　受　付
　市内公民館などでご相談・受付を
実施します
（受付時間　午前９時～午後５時）

日　　程 場　　　所

６月１日㈪ 吉浜公民館

６月２日㈫ 高取公民館

６月３日㈬ 翼ふれあいプラザ

６月４日㈭ 高浜南部公民館

６月５日㈮ 大山公民館

問合せ先
　市役所定額給付金グループ
　☎52－1111（内線353・354）

定額給付金等申請書は
届きましたか
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　子育て応援特別手当とは、平成20年10月に決定され
た「生活対策」の一環です。
　多子世帯の幼児教育期の負担に配慮する観点から、平
成20年度限りの措置として、幼児教育期の第2子以降の
子ども1人あたり3万6,000円を支給します。

対象となる子ども　平成20年度において、小学校就学前3年間に該当する子ども（平成14年4月2日～平成17
年4月1日生まれの子ども）であって、第2子以降の子ども
※第2子の判定は、18歳以下の子ども（平成2年4月2日以降生まれの子ども）の中から年齢順に第1子、第2
子と数えます。
※対象となる子どもと第1子が別居している場合でも、該当となる場合がありますので、問い合せてください。

子育て応援
      特別手当

手　当　の　額… 対象となる子ども1人あたり3万6,000円を同居している世帯主に支給。
申請の手続き　手当の受給には、対象となる子どもと同居している世帯主が申請することが必要です。手当の受

取は、原則として、口座振込となります。
申請の方法　平成21年2月1日現在の住民基本台帳をもとに、該当する世帯主に申請書を送付します。申請書

に必要書類を添付し、提出してください。世帯主が手続きできない場合は、同一世帯の成人者が
代理で申請することができます。

申 請 期 間　3月25日（水）～9月25日（金）
そ　の　他　別世帯のお子さんを扶養している場合など、通知が送付されないケースもありますので、申し出

てください。
必 要 書 類

※本人確認書類とは、運転免許証、パスポート、外国人登録証明書など、公の機関が発行した写真付きの証明書
などです。

※ゆうちょ銀行は取り扱いいたしませんので、その他の金融機関をご利用ください。
※外国籍の方は、在留資格および在留期限の確認が必要となりますので、世帯主および対象となる子ども全員の
外国人登録証明書の写しを添付してください。代理人が申請する場合は、代理人の外国人登録証明書の写しも
必要となります。

世帯主が申請する場合 代理人が申請する場合

①世帯主の本人確認書類の写し
②世帯主名義の銀行口座の分かるもの（通帳など）の写し

①世帯主の本人確認書類の写し
②代理人の本人確認書類の写し
③代理人名義の銀行口座の分かるもの（通帳など）の写し

世帯主
Aさん
世帯 Aさんへの子育て

応援特別手当
3.6万円×2人＝
　　　7.2万円

世帯にいる子ども

手当の対象となる子ども

生年月日が平成２年４月２日から平成１７年４月１日までの子ども

生年月日が
平成14年４月２日から
平成１７年４月１日まで

の子ども

生年月日が
平成１７年４月2日
以降の子ども

Aさん １人目 2人目 3人目
4人目

世帯主
Bさん
世帯 Aさんへの子育て

応援特別手当
3.6万円×1人＝
　　　3.6万円

世帯にいる子ども

手当の対象となる子ども

生年月日が平成２年４月２日から平成１７年４月１日までの子ども

生年月日が平成2年４月２日から
平成１７年４月１日までの子ども

生年月日が
平成１７年４月2日
以降の子ども

Bさん 1人目 2人目
3人目

問合せ先　市役所定額給付金グループ　☎52－ 1111（内線353、354）
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定
額
給
付
金
で

お
得
な
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
を
買
お
う

　

高
浜
市
商
工
会
は
、
定
額
給
付
金
の

支
給
に
あ
わ
せ
て
、
高
浜
市
内
の
加
盟

店
で
利
用
で
き
る
「
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
」
を
発
行
し
ま
す
。

・
額
面
５００
円
を
２２
枚
で
１
セ
ッ
ト
に
し

て
１
万
円
で
販
売
。

　

１
セ
ッ
ト
１
万
円
の
商
品
券
購
入
で

１
万
１
千
円
分
の
お
買
い
物
が
で
き

ま
す
。

・
発
行
数
は
限
定
８
，
０
０
０
セ
ッ
ト

（
額
面
総
額
８
，
８
０
０
万
円
）

発
売
場
所

　

市
民
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
入
口
。

　

高
浜
市
内
の
金
融
機
関
ロ
ビ
ー
五
箇

所
を
予
定
（
新
聞
折
込
み
の
チ
ラ
シ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。）

初
回
発
売
日

　

４
月
１３
日
㈪
午
前
１０
時
か
ら
発
売
し

ま
す
。

※
２
日
目
以
降
は
高
浜
市
商
工
会
館
で

販
売
し
ま
す
。

そ
の
他

・
商
品
券
有
効
期
限
は
９
月
末
ま
で
。

・
購
入
で
き
る
限
度
額
は
お
一
人
様
５

セ
ッ
ト
（
５
万
円
）
ま
で
。

・
ご
利
用
で
き
る
お
店
（
加
盟
店
）

は
、
４
月
５
日
㈰
の
新
聞
折
込
み
チ

ラ
シ
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

・
３
万
円
の
旅
行
券
１０
本
が
抽
選
で
当

る
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
の
お
楽
し
み
付

き
で
す
。

・
ご
利
用
す
る
前
に
お
店
（
加
盟
店
）

の
お
買
い
物
利
用
限
度
額
に
つ
い
て

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

高
浜
市
商
工
会

　

☎
５３―

１
８
２
７

給
付
金

マ
ナ
ー
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装

の
収
集

　

平
成
２０
年
４
月
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
容
器
包
装
の
分
別
収
集
を
、
各
分

別
収
集
拠
点
で
月
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。

　

可
燃
ご
み
で
の
排
出
は
し
な
い
で
、

分
別
収
集
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
と
は

　
　
　
　

こ
の
マ
ー
ク
が
目
印
で
す
。

◆
お
菓
子
の
袋
・
ポ
リ
袋
、
カ
ッ
プ
・

パ
ッ
ク
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ト
レ
イ
、

シ
ャ
ン
プ
ー
容
器
な
ど
の
ボ
ト
ル
類

（
ノ
ズ
ル
は
、
は
ず
す
）

※
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
は
、
今
ま
で
ど

お
り
、
第
２
・
４
週
の
指
定
さ
れ
た

曜
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
対
象
と

な
ら
な
い
も
の

・
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
ト
レ
ー
（
白
色

ト
レ
ー
お
よ
び
片
面
が
白
い
も
の
）
、

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
ク
ッ
シ
ョ
ン

材
な
ど

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
…
分
別
収
集
の
カ
ゴ

に
分
け
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・
市
指
定
袋
…
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
中
身
を
カ
ゴ
に
出
し
て
持
ち
帰

り
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
お
菓
子
の
箱
、
紙
コ
ッ
プ
な
ど
の
紙

製
容
器
…
紙
類
の
分
別
収
集
又
は
燃

や
せ
る
ご
み
の
日
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。

・
シ
ャ
ン
プ
ー
、
マ
ネ
ヨ
ー
ズ
な
ど
の

　

容
器
に
残
量
が
入
っ
て
い
る
も
の
…

　

フ
タ
の
付
い
た
ま
ま
の
も
の
が
多
い

の
で
、
使
い
切
っ
て
軽
く
す
す
ぎ
、

　

フ
タ
、
ポ
ン
プ
は
、
は
ず
し
て
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
製
品
そ
の
も
の
…
衣
服
の
ハ
ン
ガ
ー

や
カ
バ
ン
、
タ
ッ
パ
、
カ
セ
ッ
ト
テ

　

ー
プ
の
ケ
ー
ス
な
ど

ゼ
ッ
タ
イ
に
出
さ
な
い
で
！

・
生
ご
み
は
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

…
虫
な
ど
湧
い
て
困
っ
て
い
ま
す
。

・
危
険
物
…
刃
物
、
ガ
ラ
ス
類
、
ス
プ

レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
な
ど
が

混
入
し
て
い
ま
す
。
事
故
の
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
絶
対
に
入
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

☎
５２―

１
１
１
１
（
内
線
２６５
）
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後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
の
年
金
天
引
き
が

始
ま
り
ま
す

　

昨
年
の
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

加
入
し
て
い
る
方
は
、
保
険
料
を
支

払
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

４
月
の
年
金
か
ら
天
引
き
（
特
別
徴

収
）
さ
れ
る
方
に
は
、
天
引
き
さ
れ
る

金
額
を
４
月
の
上
旬
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

　

な
お
、
申
し
出
に
よ
り
年
金
か
ら
の

天
引
き
を
口
座
振
替
に
変
更
し
た
方
は
、

保
険
料
の
納
付
が
７
月
か
ら
始
ま
り
ま

す
。

　

保
険
料
は
、
前
年
の
本
人
の
所
得
を

も
と
に
計
算
を
し
ま
す
が
、
４
月
か
ら

８
月
ま
で
の
年
金
か
ら
の
天
引
き
で
は
、

平
成
２１
年
２
月
の
年
金
天
引
き
の
額
ま

た
は
前
々
年
の
所
得
を
も
と
に
仮
計
算

さ
れ
た
保
険
料
額
を
納
め
て
い
た
だ
き

ま
す
。

問
合
せ
先

　

市
役
所
市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

☎
５２―

１
１
１
１
（
内
線
２２７
・
２１７
）

市
障
害
者
扶
助
料
・

市
遺
児
手
当
受
給
者
の
方
へ

　

平
成
２０
年
度
後
期
分
の
扶
助
料
・
遺

児
手
当
を
３
月
３１
日
㈫
付
け
で
振
り
込

み
ま
し
た
。

　

振
り
込
み
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

至
急
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
次
回
分
か
ら
振
込
先
を
変
更

し
た
い
方
は
、
印
か
ん
を
持
参
の
う
え
、

い
き
い
き
広
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

い
き
い
き
広
場
内
地
域
福
祉
グ
ル
ー

　

プ

　

☎
５２―

９
８
７
１

手
当
を
振
り
込
み
ま
し
た

　

県
で
は
、「
山
か
ら
街
ま
で
緑
豊
か
な

愛
知
」
を
目
指
し
、
森
と
緑
を
守
り
育

て
る
た
め
の
事
業
を
行
う
た
め
、
平
成

２１
年
度
か
ら
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り

税
」
を
導
入
し
ま
す
。

　

個
人
県
民
税
（
住
民
税
）
の
納
税
義

務
者
の
方
に
は
、
平
成
２１
年
度
分
か
ら
、

均
等
割
（
年
額
１
，
０
０
０
円
）
に
年

額
５００
円
を
、
法
人
県
民
税
の
納
税
義
務

者
の
方
に
は
、
平
成
２１
年
４
月
１
日
以

降
開
始
す
る
事
業
年
度
分
か
ら
、
均
等

割
（
年
額
２
万
円
〜
８０
万
円
）
の
５
％

（
年
額
１
，
０
０
０
円
〜
４
万
円
）
を

「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」
と
し
て
、

あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税

そ
れ
ぞ
れ
加
算
し
て
ご
負
担
い
た
だ
き

ま
す
。

　

「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」
を
活

用
し
て
環
境
保
全
や
防
災
性
の
向
上
な

ど
、
私
た
ち
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え

て
く
れ
て
い
る
森
と
緑
を
健
全
な
状
態

で
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
、

①
森
林
の
整
備
、
②
里
山
林
の
保
全
、

③
都
市
緑
化
の
推
進
、
④
環
境
学
習
な

ど
の
支
援
な
ど
の
事
業
を
進
め
ま
す
。

問
合
せ
先

・
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
税
」
に
関

　

す
る
こ
と

　

西
三
河
県
税
事
務
所

　

☎
０
５
６
４―

２７―

２
７
１
３

・
「
あ
い
ち
森
と
緑
づ
く
り
事
業
」
に

　

関
す
る
こ
と

　

県
森
と
緑
づ
く
り
推
進
室
（
森
林
・

　

里
山
林
に
関
す
る
こ
と
）

　

☎
０５２―

９５４―

６
４
５
５

　

県
公
園
緑
地
課
（
都
市
の
緑
に
関
す

　

る
こ
と
）

　

☎
０５２―

９５４―

６
５
２
６

　

県
環
境
政
策
課
（
環
境
学
習
に
関
す

　

る
こ
と
）

　

☎
０５２―

９５４―

６
２
１
０

　

市
民
の
快
適
で
清
潔
な
暮
ら
し
を
阻

高
浜
市
み
ん
な
で
ま
ち
を

き
れ
い
に
し
よ
う
条
例
が

４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す

害
す
る
身
近
な
問
題
を
防
止
し
、
き
れ

い
で
住
み
や
す
い
地
域
社
会
を
つ
く
る

こ
と
を
目
的
に
定
め
ら
れ
た
条
例
が
施

行
さ
れ
ま
す
。
皆
様
の
積
極
的
な
環
境

美
化
活
動
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
遵
守
事
項
・
禁
止
事
項

①
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
利
用
上

　

の
ル
ー
ル
を
規
定

②
資
源
ご
み
分
別
収
集
拠
点
か
ら
の
資

　

源
再
生
物
の
持
去
り
を
禁
止

③
空
き
缶
な
ど
、
吸
い
殻
な
ど
の
放
置
、

　

投
棄
を
禁
止

④
回
収
容
器
の
設
置
お
よ
び
管
理
に
つ

　

い
て
規
定

⑤
犬
、
猫
の
管
理
に
つ
い
て
規
定

⑥
犬
猫
な
ど
の
ふ
ん
の
放
置
、
投
棄
を

　

禁
止

⑦
土
地
の
管
理
に
つ
い
て
規
定

⑧
落
書
き
を
禁
止

　

市
内
で
②
③
⑥
⑧
の
禁
止
行
為
を
行

う
悪
質
な
違
反
者
に
は
罰
則
が
課
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

●
環
境
美
化
推
進
地
域
の
指
定

　

市
民
ま
た
は
事
業
者
が
積
極
的
に
環

境
美
化
活
動
に
取
り
組
む
地
域
を
地
域

の
求
め
に
基
づ
き
「
環
境
美
化
推
進
地

域
」
と
し
て
指
定
し
、
活
動
を
支
援
し

て
い
き
ま
す
。

問
合
せ
先

　

市
役
所
市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

☎
５２―

１
１
１
１
（
内
線
２６３
・
２６５
）
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４
月
１
日
よ
り
、
神
明
町
、
田
戸

町
の
一
部
が
新
た
に
下
水
道
の
使
用

で
き
る
区
域
に
な
り
ま
す
。

　

わ
た
し
た
ち
は
日
常
生
活
や
社
会

活
動
の
な
か
で
、
い
ろ
い
ろ
な
形
で

た
く
さ
ん
の
水
を
使
い
ま
す
。
い
っ

た
ん
使
わ
れ
た
水
は
汚
れ
て
し
ま
い
、

こ
れ
を
そ
の
ま
ま
流
し
て
し
ま
う
と

生
活
環
境
は
悪
く
な
り
、
川
や
海
も

汚
れ
て
い
く
ば
か
り
で
す
。

　

下
水
道
は
こ
う
し
た
汚
れ
た
水
を

集
め
、
き
れ
い
な
水
に
よ
み
が
え
ら

せ
る
機
能
を
も
ち
、
わ
た
し
た
ち
が

健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
営
む
た
め

に
は
、
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
す
。

下
水
道
が
使
用
で
き
る
区
域
は
、
下

水
道
へ
の
接
続
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
未
接
続
の
ま
ま
で
は
、
水

路
な
ど
の
汚
濁
が
解
消
さ
れ
ず
、
周

囲
の
方
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
の
子
ど
も
た
ち
に
豊

か
な
水
環
境
を
残
す
た
め
に
、
く
み

取
り
式
便
所
の
方
は
３
年
以
内
に
、

そ
れ
以
外
の
方
は
速
や
か
な
接
続
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

使
用
で
き
る
区
域
は
下
の
図
の
と

お
り
で
す
。
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

や
さ
し
さ
と　

自
然
を
結
ぶ　

下
水
道

や
さ
し
さ
と　

自
然
を
結
ぶ　

下
水
道

４
月
１
日
か
ら
下
水
道
が
使
え
る
区
域
が
広
が
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら
下
水
道
が
使
え
る
区
域
が
広
が
り
ま
す

や
さ
し
さ
と　

自
然
を
結
ぶ　

下
水
道

４
月
１
日
か
ら
下
水
道
が
使
え
る
区
域
が
広
が
り
ま
す

南中学校

港小学校

洲崎公園　
南部ディ・サービスセンター

高浜小学校
高浜消防署

高浜幹部交番

高取小学校

翼小学校

吉浜小学校

吉浜駅 吉久伝公園

神明公園

中部公園

吉浜交番

高浜中学校

大山緑地公園

県立高浜高等学校

高浜港駅

三河高浜駅

高浜市役所

碧海グランド

県立高浜高等
技術専門校

クリーンセンター
　衣浦

高

浜

川

国
道
2
4
7
号

国
道

4
1
9
号

明
治
用
水
中
井

筋

稗

田

川

名
　
鉄
　
三
　
河
　
線

南中学校

港小学校

洲崎公園　
南部ディ・サービスセンター

高浜小学校
高浜消防署

高浜幹部交番

高取小学校

翼小学校

吉浜小学校

吉浜駅 吉久伝公園

神明公園

中部公園

吉浜交番

高浜中学校

大山緑地公園

県立高浜高等学校

高浜港駅

三河高浜駅

高浜市役所

碧海グランド

かわら美術館かわら美術館

県立高浜高等
技術専門校

クリーンセンター
　衣浦

高

浜

川

国
道
2
4
7
号

国
道

4
1
9
号

明
治
用
水
中
井

筋

稗

田

川

名
　
鉄
　
三
　
河
　
線

新
た
に
下
水
道
が
使
用
で
き
る
地
域

・
神
明
町
二
・
三
・
八
丁
目
の
一
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
新
た
に
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域

・
田
戸
町
三
・
四
・
五
丁
目
の
一
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…
す
で
に
下
水
道
の
使
用
で
き
る
区
域
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接
続
工
事（
排
水
設
備

工
事
）の
申
し
込
み
は

　

排
水
設
備
工
事
の
見
積
り
・
施
工

な
ど
に
関
す
る
相
談
は
「
高
浜
市
排

水
設
備
工
事
指
定
工
事
店
」
に
依
頼

し
て
く
だ
さ
い
。

　

指
定
工
事
店
は
、
法
律
な
ど
で
定

め
ら
れ
た
基
準
に
適
合
し
た
工
事
を

施
工
す
る
た
め
に
、
必
要
な
知
識
と

技
術
を
も
っ
て
お
り
、
工
事
に
関
す

る
手
続
き
に
つ
い
て
も
、
皆
さ
ん
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
よ
う
に
、
市
が

指
定
し
て
い
る
業
者
で
す
。

※
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店
し

　

か
で
き
ま
せ
ん
。

※
指
定
工
事
店
に
つ
い
て
は
、
市
役

　

所
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ
へ
問
い
合

　

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
工
事

　

店
一
覧
が
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

に
掲
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
確

　

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

排
水
設
備
改
造
資
金
の

融
資
あ
っ
せ
ん

　

下
水
道
を
使
用
す
る
に
は
、
ト
イ

レ
を
は
じ
め
と
す
る
屋
内
の
排
水
設

備
を
改
造
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
り

ま
す
。
こ
の
改
造
工
事
費
が
一
度
に

皆
さ
ん
の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
、

市
で
は
金
融
機
関
か
ら
無
利
子
で
改

造
資
金
の
融
資
が
受
け
ら
れ
る
よ
う

に
『
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
制
度
』
を
設
け
て
い
ま
す
。

融
資
金
額　

公
共
下
水
道
に
接
続
す

る
ト
イ
レ
が

・
１
か
所
の
場
合
…
６０
万
円
ま
で

・
２
か
所
の
場
合
…
８０
万
円
ま
で

・
３
か
所
以
上
の
場
合
…
１００
万
円
ま

　

で
利
子　

無
利
子
（
利
子
分
は
市
が
負

　

担
し
ま
す
）

返
済
方
法　

金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
た
月
の
翌
月
か
ら
元
金
均
等

の
方
法
で
毎
月
支
払
い
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。
元
金
の
返
済
期
間
は

６０
か
月
以
内
で
す
。

対
象
と
な
る
方　

下
水
道
が
使
用
で

き
る
こ
と
と
な
っ
た
日
か
ら
３
年

以
内
に
排
水
設
備
工
事
（
新
築
は

除
く
）
を
行
う
方
で
、
次
の
条
件

を
全
て
満
た
し
て
い
る
方
に
限
り

ま
す
。

①
市
税
、
水
道
料
金
お
よ
び
受
益
者

負
担
金
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と
。

②
返
済
能
力
を
有
す
る
こ
と
。
（
金

融
機
関
の
審
査
が
あ
り
ま
す
）

③
連
帯
保
証
人
が
１
人
い
る
こ
と
。

取
扱
金
融
機
関　

岡
崎
信
用
金
庫
、

　

碧
海
信
用
金
庫
、
西
尾
信
用
金
庫
、

　

愛
知
県
中
央
信
用
組
合
、
あ
い
ち

中
央
農
業
協
同
組
合
の
市
内
に
所

在
す
る
各
支
店

申
込
方
法　

排
水
設
備
工
事
の
契
約

時
に
指
定
工
事
店
に
融
資
あ
っ
せ

ん
を
希
望
す
る
旨
を
伝
え
、
排
水

設
備
等
確
認
申
請
書
と
同
時
に
書

類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

雨
水
貯
留
・
浸
透
施
設

設
置
奨
励
補
助
金
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

近
年
、
市
内
で
も
都
市
化
が
進
み
、

特
に
市
街
地
で
は
、
雨
水
が
地
中
に

し
み
こ
む
場
所
の
減
少
に
よ
り
、
地

表
に
流
れ
出
す
量
が
増
加
し
て
き
て

い
ま
す
。
そ
こ
で
、
雨
水
の
流
出
を

抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
る
「
雨
水
貯

留
・
浸
透
施
設
」
を
設
置
す
る
こ
と

に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

市
内
の
宅
地
な
ど
に
雨
水
貯

留
施
設
ま
た
は
雨
水
浸
透
施
設
を

設
置
す
る
方

期
待
さ
れ
る
効
果

・
雨
水
を
一
時
的
に
貯
留
す
る
こ
と

に
よ
り
、
河
川
の
急
な
増
水
を
軽

減
し
ま
す
。

・
雨
水
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り

地
下
水
の
増
加
と
河
川
の
負
担
の

軽
減
が
期
待
で
き
ま
す
。

・
貯
留
し
た
雨
水
を
散
水
・
洗
車
な

ど
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
水

資
源
の
節
約
に
な
り
ま
す
。

補
助
対
象
施
設
と
補
助
金
額

※
貯
留
槽
（
雨
水
タ
ン
ク
）
、
浸
透

　

ま
す
、
浸
透
管
お
よ
び
透
水
性
舗

　

装
の
補
助
金
の
合
計
額
は
、
１０
万

円
を
上
限
と
し
ま
す
。

※
補
助
金
の
合
計
額
に
１
，
０
０
０

円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、

　

こ
れ
を
切
り
捨
て
た
額
に
な
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　

市
役
所
上
下
水
道
グ
ル
ー
プ　

　

☎
５２
︱
１
１
１
１
（
内
線
２９１
・
２９２
）

補助対象施設
補　助　金　額

区　　分 規　　格

貯留槽（雨水タンク） 容量 ２００ リットル以上 １基あたり ２２，０００ 円または設置費用
の１／２の額のいずれか低い額

浸透ます 内幅 ２０㎝以上 １基あたり ６，０００ 円または設置費用の
１／２の額のいずれか低い額

浸透管 内径５㎝以上 １ｍあたり １，３００ 円または設置費用の
１／２の額のいずれか低い額

透水性舗装 路盤材厚 １０㎝以上 １㎡あたり １，１００ 円または設置費用の
１／２の額のいずれか低い額

浄化槽転用貯留槽 浄化槽を雨水貯留槽に
転用する場合

転用費用の２／３の金額で、１００，０００
円を上限とした金額
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下水道事業
受益者負担金の
賦課徴収区域が
拡大されます

下水道事業
受益者負担金の
賦課徴収区域が
拡大されます

　

市
で
は
、
都
市
基
盤
の
整
備
と
し
て
、

平
成
３
年
度
か
ら
公
共
下
水
道
工
事
に

着
手
し
、
平
成
２１
年
４
月
１
日
使
用
開

始
区
域
を
含
め
約
３７２　
ʰａ
の
区
域
で
下
水

道
が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
新
た
な
対
象
区
域
を
４
月

１
日
付
で
公
告
し
、「
受
益
者
負
担
金
」

を
賦
課
し
ま
す
。

　

な
お
、
使
用
で
き
る
区
域
・
時
期
（

供
用
開
始
区
域
・
時
期
）
に
つ
い
て
は
、

整
備
の
進
み
具
合
に
よ
り
広
報
な
ど
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問合せ先
市役所上下水道グループ　
☎５２− 1111（内線 291・292）

　

下
水
道
を
整
備
す
る
に
は
多
額
の
費

用
が
必
要
で
す
。
道
路
や
公
園
な
ど
の

よ
う
に
、
だ
れ
も
が
利
用
で
き
る
施
設

と
違
い
、
下
水
道
の
よ
う
に
特
定
の
方

だ
け
が
利
用
で
き
る
施
設
の
建
設
費
を

税
の
み
で
ま
か
な
う
と
す
る
と
、
利
益

を
受
け
な
い
方
に
も
同
じ
負
担
を
さ
せ

る
こ
と
に
な
り
、
公
平
性
を
欠
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
下
水
道
の
整
備
に
よ
り
利

益
を
受
け
る
方
に
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
い
た
だ
く
の
が
受
益
者
負
担
金

で
す
。

受
益
者
負
担
金
と
は

　

今
年
度
、
公
告
さ
れ
た
賦
課
対
象
区

域
内
に
土
地
を
所
有
し
て
い
る
方
で
す
。

そ
の
土
地
に
地
上
権
、
質
権
、
使
用
貸

借
ま
た
は
賃
貸
借
権
が
あ
る
場
合
は
、

そ
の
権
利
者
が
受
益
者
と
な
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。

負
担
金
を
納
め
て
い
た
だ
く
方

　

今
年
度
、
公
告
さ
れ
た
賦
課
対
象
区

域
内
（
下
水
道
整
備
区
域
内
）
に
あ
る

宅
地
、
雑
種
地
、
田
畑
な
ど
す
べ
て
の

土
地
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
負
担
金
は
固
定
資
産
税

な
ど
と
は
異
な
り
、
毎
年
賦
課
さ
れ
る

も
の
で
は
な
く
、
そ
の
土
地
に
対
し
て

一
度
か
ぎ
り
の
も
の
で
す
。

負
担
金
の
対
象
と
な
る
土
地

　

平
成
２１
年
度
に
賦
課
対
象
と
な
る
区

域
は
次
の
と
お
り
で
す
。
（
地
図
参
照
）

賦
課
対
象
区
域

・
碧
海
町
四
丁
目
の
一
部

・
二
池
町
六
丁
目
の
一
部

・
田
戸
町
三
、
四
丁
目
の
一
部

・
本
郷
町
一
、
二
丁
目
の
一
部

碧海、二池、田戸地区 本郷地区
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負
担
金
は
土
地
の
面
積
（
公
簿
面
積
）

に
応
じ
て
か
か
り
ま
す
。
土
地
１
㎡
あ

た
り
３５０
円
で
す
。
た
と
え
ば
、
１９０
㎡
の

土
地
の
負
担
金
額
は
、
１９０
㎡
×
３５０
円
＝

６
万
６
，
５
０
０
円
と
な
り
ま
す
。

負
担
金
の
額

　

平
成
２１
年
度
に
負
担
金
を
決
定
し
た

区
域
は
、
本
年
９
月
よ
り
負
担
金
を
賦

課
し
ま
す
。
こ
の
負
担
金
の
納
付
方
法

に
は
、
年
２
回
払
い
の
５
年
分
割
納
付

と
一
括
納
付
の
二
通
り
が
あ
り
、
一
括

納
付
の
場
合
は
、
前
納
報
奨
金
が
交
付

（
一
定
の
割
合
で
減
額
）
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
一
括
納
付
の
対
象
と
な
る
の

は
、
第
１
期
の
納
付
期
限
ま
で
で
す
。

　

ま
た
、
前
納
報
奨
金
の
限
度
額
は
最

高
２５
万
円
で
す
。

負
担
金
の
納
付
方
法

　

申
請
に
よ
り
負
担
金
の
徴
収
猶
予
が

受
け
ら
れ
る
土
地
に
は
、

①
地
目
お
よ
び
現
況
が
農
地
・
山
林
な

　

ど
の
土
地

②
係
争
中
の
土
地

③
災
害
な
ど
に
よ
り
納
付
が
困
難
な
受

　

益
者
が
所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る

　

土
地

④
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
受
益
者
が

　

所
有
ま
た
は
使
用
し
て
い
る
土
地

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

負
担
金
の
徴
収
猶
予

　

申
請
に
よ
り
負
担
金
の
減
免
が
受
け

ら
れ
る
土
地
に
は
、

①
国
、
地
方
公
共
団
体
の
土
地

②
学
校
、
幼
稚
園
な
ど
の
土
地

③
宗
教
法
人
法
第
２
条
に
規
定
す
る
団

　

体
が
使
用
す
る
境
内
地

④
公
衆
用
道
路
と
し
て
使
用
す
る
私
道

⑤
町
内
会
が
公
共
の
用
に
使
用
す
る
集

　

会
所
な
ど
の
土
地

な
ど
が
あ
り
、
減
免
率
は
１００
％
か
ら
２５

％
ま
で
で
す
。

負
担
金
の
減
免

　

土
地
所
有
者
の
方
に
地
目
・
面
積
な

ど
を
記
載
し
た
「
受
益
者
申
告
書
」
を

送
り
ま
す
の
で
確
認
の
う
え
、
申
告
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

受
益
者
の
申
告

　

受
益
者
負
担
金
制
度
と
納
付
ま
で
の

手
続
き
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の

説
明
会
を
６
月
下
旬
ご
ろ
（
予
定
）
に

開
催
し
ま
す
。（
対
象
と
な
る
土
地
所
有

者
に
直
接
ご
案
内
し
ま
す
）

説
明
会
の
開
催

納
付
ま
で
の
流
れ

６
月
下
旬

（
予
定
）
関
係
者
へ
の
説
明
会
お
よ
び

受
益
者
申
告
書
の
送
付

７
月
中
旬

（
予
定
）
申
告
書
を
市
へ
提
出

８
月
中
旬

負
担
金
決
定
通
知
書
の
送
付

８
月
下
旬

納
入
通
知
書
の
送
付

（
口
座
振
替
の
方
を
除
く
）

９
月
末
日

ま
で
に
取
扱
金
融
機
関
に
て
納
付

（
口
座
振
替
は
納
期
末
日
に

引
き
落
と
し
）

納　　付　　例
◇負担金額が 66,500 円（土地の面積が 190㎡）の場合

〈分割納付の場合〉

期　別
納付年度

納期
１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目

第１期
９月１日～

３０日
７，１００円 ６，６００円 ６，６００円 ６，６００円 ６，６００円

第２期
翌年３月１日

～３１日
６，６００円 ６，６００円 ６，６００円 ６，６００円 ６，６００円

〈一括納付の場合〉
納付時期 受益者負担金 報奨金額 差引納付額

１年目第１期
(９月１日～30日)に
全額納付の場合

６６，５００円　 １０，６９０円… ５５，８１０円…

２年目第１期
(９月１日～30日)に
全額納付の場合

５２，８００円… 　６，６５０円… ４６，１５０円…

３年目第１期
(９月１日～30日)に
全額納付の場合

３９，６００円… ３，５６０円　 ３６，０４０円…

４年目第１期
(９月１日～30日)に
全額納付の場合

２６，４００円… １，４２０円　 ２４，９８０円　

５年目第１期
(９月１日～30日)に
全額納付の場合

１３，２００円　 ２３０円　 １２，９７０円　
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年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康

国
民
健
康
保
険
税

第
１
期
・
第
２
期
は

仮
算
定
で
す

　

平
成
２１
年
度
の
国
保
税
は
、
年
８

回
に
分
け
て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
４
月
時
点
で
は
前
年
中
の
所
得

金
額
お
よ
び
固
定
資
産
税
額
が
確
定

し
て
い
な
い
た
め
、
国
保
税
を
算
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
国
保
税
が
確
定
す
る
第

３
期
ま
で
は
、
暫
定
的
に
平
成
２０
年

度
の
年
税
額
（
年
度
途
中
か
ら
加
入

し
た
世
帯
の
場
合
は
、
１
年
間
に
換

算
し
た
額
）
の
８
分
の
１
相
当
額
（

１
期
あ
た
り
）
を
税
額
と
し
て
納
め

て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
仮
算
定

と
い
い
ま
す
。

　

仮
算
定
（
第
１
・
２
期
）
の
納
税

通
知
書
は
、
４
月
中
旬
に
お
届
け
す

る
予
定
で
す
。

　

も
し
、
平
成
２１
年
度
の
国
保
税
が

平
成
２０
年
度
の
年
税
額
の
２
分
の
１

に
相
当
す
る
額
に
満
た
な
い
と
思
わ

れ
る
場
合
は
、
税
額
の
修
正
を
申
し

出
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
市
民

窓
口
グ
ル
ー
プ
ま
で
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

☎
５２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２１９
）

国
保
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

　

市
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険

者
の
皆
さ
ん
に
、
こ
れ
か
ら
の
生
活

を
い
き
い
き
と
健
や
か
に
過
ご
す
知

恵
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

健
康
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　

こ
の
教
室
で
は
、
プ
ー
ル
で
の
全

身
を
使
っ
た
予
防
運
動
や
運
動
室
で

の
健
康
予
防
体
操
な
ど
を
取
り
入
れ

て
い
ま
す
。

対
象
者　

国
保
加
入
者

募
集
期
間　

４
月
６
日
㈪
〜
１７
日
㈮

募
集
人
数　

３０
人
（
先
着
順
）

開
講
日　

５
月
７
日
か
ら
毎
週
木
曜

　

日
午
前
１０
時
〜
１１
時
の
連
続
８
回

と
こ
ろ　

コ
パ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

高
浜
（
図
書
館
西
１００
ｍ
）

受
講
料　

１
、
０
０
０
円
（
納
付
方

法
は
、
別
途
開
講
案
内
で
通
知
し

ま
す
。
受
講
料
納
入
後
は
、
キ
ャ

ン
セ
ル
て
し
て
も
返
還
し
ま
せ
ん
）

※
プ
ー
ル
で
使
用
す
る
水
泳
帽
子
・

　

水
着
・
タ
オ
ル
は
各
自
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

直
接
市
民
窓
口
グ
ル
ー

プ
へ
来
庁
す
る
か
、
電
話
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

☎
５２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２１６
・
２６１
）

す
い
す
い
健
康
教
室

受
講
生
募
集

第 1 期すいすい健康教室
開講日 内　　　　　　容

平成 ２１ 年 5月 7日 すいすい健康体操　　　　 （ストレッチと基礎運動）
　　　　　　　　　　　　　　１４ 日 すいすい健康水泳（プール） （泳がない水中全身運動）
　　　　　　　　　　　　　　２１ 日 メタボ改善水泳（プール）　 （ウォーキング中心の水中運動）
　　　　　　　　　　　　　　２８ 日 かんたんダンベル体操 （筋力向上ダンベル体操）

　平成 ２１ 年 6月 4日 膝痛予防のための水中運動
（プール）　　　

（下半身中心水中運動：
アクアウォーキング）

　　　　　　　　　　　　　　１１ 日 青竹健康体操 （ストレッチ体操及び青竹踏み）
　　　　　　　　　　　　　　１８ 日 レッツアクアビクス（プール）（かんたんたのしいアクアビクス）
　　　　　　　　　　　　　　２５ 日 レクリエーション＆リラクゼーション　　　　　

ジュニアゴルフ教室４月₁₀日開講
小人数制指導 めざせプロゴルファー !!

月謝制　月４回／￥5,000（ボール代含む）※貸しクラブ有
入会金　￥2,000（４月２日から １２ 日まで入会金無料）
ジュニア　時間　　　PM４:００ ～ PM５:００　｝２教室ジュニア １８歳まで　PM５:００ ～ PM６:００
入会金　￥5,000　１時間￥2,500× 10回（前納）
大人　　　　　 　　AM１０:００ ～PM９:００　　７教室

場　　所　いきいき広場１F（三河高浜駅西口）
先行予約　４月２日から TEL にて受付
　　　　　TEL・FAX0566‒52‒ 0633
　　　　　AM10：00～ PM9：00（定休日：水曜日）
労働大臣認可ゴルフスクール指導者…渡辺

広告

入会金　￥5,000　１時間￥2,500× 10回（前納）
大人　　　　　 　　AM１０:００ ～PM９:００　　７教室
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平
成
21
年
度

◆
年
金
額

　

国
民
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
の

年
金
額
は
、
表
１
の
と
お
り
で
す
。

　

年
金
の
受
け
取
り
は
、
偶
数
月
の

年
６
回
で
す
。

◆
年
金
保
険
料

・
定
額
保
険
料

　
　

１
万
４
，
６
６
０
円

・
付
加
保
険
料

　
　

１
万
５
，
０
６
０
円
（
付
加
保

険
料
400
円
分
含
む
）

※
割
引
額
は
、
複
利
原
価
法
に
よ
り

計
算
し
ま
す
。
（
表
２
参
照
）

　

前
納
す
る
場
合
、
１
年
分
ま
た
は

半
年
分
を
ま
と
め
て
納
め
れ
ば
、
割

引
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

な
お
、
前
納
割
引
を
受
け
る
た
め

の
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
１
年
前
納
期
限
…
４
月
30
日
㈭

・
半
年
前
納
期
限

　

（
上
期
）
…
４
月
30
日
㈭

　

（
下
期
）
…
11
月
２
日
㈪

※
こ
れ
を
過
ぎ
る
と
前
納
割
引
制
度

が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
を
利
用
す
れ
ば
、
納
め

に
行
く
手
間
を
省
け
る
ば
か
り
か
、

納
め
忘
れ
も
な
く
安
心
で
す
。

問
合
せ
先

　

市
民
窓
口
グ
ル
ー
プ

　

☎
52
ー
１
１
１
１
（
内
線
219
・
262
）

カ
ッ
タ
ー
ナ
イ
フ

費
用　

100
円

申
込
方
法　

保
健
福
祉
グ
ル
ー
プ
へ

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　

い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ

　

☎
52
ー
９
８
７
１

時
30
分

と
こ
ろ　

全
世
代
楽
習
館
（
本
郷
町

６
丁
目
）

対
象　

65
歳
以
上
の
市
民

定
員　

20
人

費
用　

参
加
費
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

と
し
て
500
円
程
度
か
か
り
ま
す
）

内
容　

音
楽
に
合
せ
て
ス
ト
レ
ッ
チ

体
操
や
筋
力
ア
ッ
プ
の
体
操
・
脳

ト
レ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

申
込
期
間
・
方
法　

４
月
１
日
㈬
～

30
日
㈭
の
間
に
電
話
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
、
初
参
加

の
方
を
優
先
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ
先　

　

い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ　

　

☎
52
ー
９
８
７
１

年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康

年
金
額
と
年
金
保
険

料
額
の
お
知
ら
せ

年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康

　

昨
年
度
の
『
プ
レ
マ
マ
く
ら
ぶ
』

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
、『
ま
ま
プ
チ

さ
ろ
ん
』
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
度
第
１
回
は
、
赤
ち
ゃ
ん
に

送
る
お
誕
生
日
カ
ー
ド
作
り
で
す
。

　

折
る
・
切
る
・
開
く
の
３
ス
テ
ッ

プ
で
素
敵
な
ク
ラ
フ
ト
ワ
ー
ク
を
楽

し
み
ま
せ
ん
か
。

内
容　

お
誕
生
日
カ
ー
ド
作
り
・
プ

チ
健
康
講
話

と
き　

４
月
10
日
㈮　

午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
２
階

対
象
・
定
員　

妊
婦
15
人

持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
は
さ
み
、

表２

納付区分
定額保険料 定額＋付加保険料

１年前納 半年前納 １年前納 半年前納

年　額 175,920 円  180,720 円

納付額 172,800 円
87,250 円
× 2回

177,510 円
89,630 円
× 2回

割引額 3,120 円 1,420 円 3,210 円 1,460 円

表１
年金の種類 平成 ２１ 年度

老齢基礎年金    792,100 円　　

障害基礎年金
１級 990,100 円　　

２級  792,100 円　　

遺族基礎年金（子１人）  1,020,000 円　　

子の加算額
1、2人目 227,900 円　　

3人目以降 75,900 円　　

ま
ま
プ
チ
さ
ろ
ん

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
前
期
）

　

介
護
を
受
け
ず
に
、
い
つ
ま
で
も

元
気
に
い
き
い
き
と
暮
ら
す
に
は
、

体
力
の
維
持
・
向
上
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。

　

最
近
「
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
」「
体

力
が
落
ち
て
き
た
」「
一
人
で
は
な
か

な
か
運
動
が
で
き
な
い
」
と
感
じ
て

い
る
方
、
お
友
達
を
誘
っ
て
参
加
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

５
月
11
日
～
７
月
13
日
の
毎

週
月
曜
日　

午
前
９
時
45
分
～
11

善
意
を

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

市
へ

　

東
邦
ガ
ス
㈱
刈
谷
営
業
所
、

　

大
昇
運
輸
㈱
、

　

高
取
羊
申
会
、

　

高
取
申
酉
会

年
金
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
で

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

訂正

３
月
１５
日
号
１４
・
１５
ペ
ー
ジ
「
健
康
づ
く
り
推
進
委
員
さ
ん
、
今
年
度
は
こ
ん
な
活
躍
し
ま
し
た
！
」
に
お
い
て
、
ひ
が
し
グ
ル
ー
プ
の
町
名
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

正
し
く
は
「
ひ
が
し
グ
ル
ー
プ
（
清
水
、
本
郷
、
向
山
、
湯
山
、
論
地
、
神
明
、
豊
田
町
）」
で
す
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。
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申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
２０
日
㈪

申
込
方
法　

中
央
公
民
館
ま
た
は
吉

浜
公
民
館
・
高
取
公
民
館
に
て
受

付
け
し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

※
受
講
決
定
者
を
４
月
２１
日
㈫
よ
り

中
央
公
民
館
に
掲
示
し
ま
す
。

定
期
講
座

◆
太
極
拳
（
全
１１
回
）

　

開
催
曜
日　

土
曜
日

　

開
講
時
間　

午
後
２
時
〜
４
時

　

受
講
料　

３
，
３
０
０
円

　

会
場　

吉
浜
公
民
館

　

定
員　

２０
人

◆
社
交
ダ
ン
ス
（
全
１１
回
）

　

開
催
曜
日　

火
曜
日

　

開
講
時
間　

午
前
１０
時
〜
正
午

　

受
講
料　

３
，
３
０
０
円

　

会
場　

高
取
公
民
館

　

定
員　

２０
人

◆
か
な
書
道
（
全
１１
回
）

　

開
催
曜
日　

火
曜
日

　

開
講
時
間　

午
後
１
時
３０
分
〜
３

時
３０
分

　

受
講
料　

３
，
３
０
０
円

　

会
場　

中
央
公
民
館

　

定
員　

２０
人

◆
茶
道
（
全
１１
回
）

　

開
催
曜
日　

木
曜
日

　

開
講
時
間　

午
後
７
時
３０
分
〜
９

時
３０
分

　

受
講
料　

５
，
８
０
０
円

　

会
場　

中
央
公
民
館

　

定
員　

１５
人

◆
グ
ル
メ
漬
物
と
お
も
て
な
し
料
理

（
全
１１
回
）

　

開
催
曜
日　

水
曜
日

　

開
講
時
間　

午
前
９
時
３０
分
〜
１１

時
３０
分

　

受
講
料　

１
３
，
３
０
０
円

　

会
場　

中
央
公
民
館

　

定
員　

３０
人

問
合
せ
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
５２
ー
５
０
０
１

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
２０
日
㈪

申
込
方
法　

中
央
公
民
館
に
て
受
付

し
ま
す
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
。

※
受
講
決
定
者
を
４
月
２１
日
㈫
よ
り

中
央
公
民
館
に
掲
示
し
ま
す
。

市
民
講
座

◆
フ
ラ
メ
ン
コ
（
全
１１
回
）

　

開
催
曜
日　

土
曜
日

　

開
講
時
間　

午
前
１０
時
〜
正
午

　

受
講
料　

５００
円

　

会
場　

中
央
公
民
館

　

定
員　

２０
人

◆
演
劇
表
現
（
全
１０
回
）

　

開
催
曜
日　

金
曜
日

　

開
講
時
間　

午
後
７
時
〜
９
時

　

受
講
料　

無
料

　

会
場　

中
央
公
民
館

　

定
員　

２０
人

※
応
募
者
が
少
な
い
場
合
は
、
開
講

し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

中
央
公
民
館

　

☎
５２
ー
５
０
０
１

と
き　

５
月
２３
日
㈯
・
２４
日
㈰
（
２

日
間
）

・
１
日
目
／
午
前
９
時
１０
分
〜
午
後

４
時
３０
分

・…

２
日
目
／
午
前
９
時
１０
分
〜
午
後

３
時
４０
分

と
こ
ろ　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門

校
電
気
工
事
科
実
習
室

対
象
・
定
員　

第
二
種
電
気
工
事
士

の
資
格
取
得
を
め
ざ
す
方
１０
人

受
講
料　

２
，
３
０
０
円
お
よ
び
テ

キ
ス
ト
・
材
料
費
（
１
万
円
程
度
）

募
集
期
間　

４
月
６
日
㈪
〜
２７
日
㈪

※
必
着

申
込
方
法

・…
往
復
は
が
き
に
講
座
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

　

電
話
番
号
、
勤
務
先
名
、
勤
務
先

電
話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

・…

電
子
メ
ー
ル
で
申
し
込
む
場
合
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
申
し
込
み
方
法

に
従
っ
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※…

申
込
者
が
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、

抽
選
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

〒
４４４
ー
１
３
２
４　

碧
海
町
四
丁

目
１
番
地
６

　

県
立
高
浜
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
５３
ー
０
０
３
１

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

ʰｔｔｐ：⊘⊘ʷʷʷ．ｐｒｅｆ．ａｉｃʰｉ．ʲｐ⊘
ｓʰｕɡｙｏ⊘ｋｏｕｋｙｏｕ⊘ｔａｋａʰａｍａ⊘

第
３
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時
）

・
水
中
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
（
第
２
・
第

４
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
８
時
）

※
ヨ
ガ
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン

中
は
、
卓
球
設
備
の
利
用
が
出
来

ま
せ
ん
。

と
こ
ろ　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

参
加
費

・
水
中
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
／
プ
ー
ル
入

場
料
（
大
人
４００
円
）
の
み

・
ヨ
ガ
／
プ
ー
ル
・
浴
場
い
ず
れ
か

の
入
場
料
（
大
人
４００
円
）
の
み

年
齢
制
限
等

・
ヨ
ガ
／
１５
歳
以
上
（
中
学
生
を
除

く
）
の
方
、
定
員
２５
人
（
予
約
が

必
要
）
、
大
き
な
タ
オ
ル
な
ど
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

・
親
子
ｄｅ
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
／
３
歳
か

ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の
子
ど
も

と
そ
の
親

問
合
せ
先

　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

　

☎
４
１
ー
２
６
５
５

中
央
公
民
館
講
座

市
民
講
座

在
職
者
対
象
訓
練

二
種
電
気
工
事
士

技
能
講
座
①

　

サ
ン
・
ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦
で
は
、
今

年
度
の
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
を

４
月
１
日
か
ら
開
始
し
ま
す
。

　

専
門
コ
ー
チ
が
指
導
し
ま
す
の
で
、

初
心
者
の
方
も
安
心
し
て
参
加
で
き

ま
す
。

　

健
康
増
進
あ
る
い
は
体
力
づ
く
り

を
お
考
え
の
方
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

内
容　

・
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
第
１
水
曜

日　

午
後
２
時
〜
３
時
）

・
ヨ
ガ
（
第
２
・
第
４
水
曜
日　

午

後
７
時
〜
８
時
）

・
親
子
ｄｅ
ジ
ャ
ブ
ジ
ャ
ブ
（
第
３
土

曜
日　

午
前
１１
時
〜
正
午
）

・
ポ
ー
ル
ｄｅ
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
第
１
・

サ
ン・ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
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自
衛
隊
は
、
平
成
21
年
度
の
自
衛

官
を
募
集
し
ま
す
。

▼
自
衛
隊
幹
部
候
補
生

　

22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
５
月
12

日
㈫

試
験
日

・
１
次　

５
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰

・
２
次　

６
月
16
日
㈫
～
18
日
㈭

▼
一
般
曹
候
補
生

　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の
方
（
22
年

３
月
高
卒
予
定
者
除
く
）

受
付
期
間　

４
月
１
日
㈬
～
５
月
12

日
㈫

第
１
回
試
験
日
（
第
２
回
試
験
に
つ

い
て
は
９
月
以
降
実
施
予
定
）

・
１
次　

５
月
23
日
㈯

・
２
次　

６
月
24
日
㈬
～
29
日
㈪
の

う
ち
１
日

▼
予
備
自
衛
官
補

・
一
般
／
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

（
22
年
３
月
高
卒
予
定
者
除
く
）

・
技
能
／
18
歳
以
上
で
所
定
の
国
家

免
許
資
格
な
ど
を
有
す
る
方
（
資

格
に
よ
り
18
歳
以
上
53
歳
未
満
～

55
歳
未
満
の
方
）

受
付
期
限　

４
月
13
日
㈪

試
験
日　

４
月
18
日
㈯
～
20
日
㈪
の

う
ち
１
日

問
合
せ
先

　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部
安
城

案
内
所

　

☎
74
ー
６
８
９
４

　

７
日
㈫
、
14
日
㈫
、
21
日
㈫
、
28

日
㈫　
　

と
き　

４
月
４
日
㈯
、
18
日
㈯　

午

後
２
時
～
２
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

読
み
手　

土
よ
う
お
は
な
し
会

と
き　

４
月
11
日
㈯　

午
後
２
時
～

２
時
30
分

と
こ
ろ　

図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

読
み
手　

ト
キ
の
会

と
き　

４
月
25
日
㈯　

午
後
２
時
～

３
時

と
こ
ろ　

図
書
館
子
ど
も
読
書
支
援

室
「
え
ほ
ん
の
森
」

内
容　

「
こ
い
の
ぼ
り
」
を
つ
く
ろ

　

う
対
象　

幼
児
（
保
護
者
同
伴
）
、
小

学
生

参
加
費　

無
料

定
員　

20
人

と
き　

４
月
２
日
㈭　

午
後
１
時
～

２
時

と
こ
ろ　

吉
浜
公
民
館
１
階
和
室

内
容　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
手
遊

び
、
簡
単
工
作
、
赤
ち
ゃ
ん
絵
本

の
紹
介
、
読
書
相
談

対
象　

０
～
２
歳
児
と
保
護
者

読
み
手　

マ
ザ
リ
ー
ズ

　

読
書
相
談
や
お
は
な
し
会
を
開
催

し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

・
月
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時
（
児

童
向
け
お
は
な
し
会)

・
水
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分
（
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
会)

・
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分
（
乳
幼
児
向
け
お
は
な

し
会)

・
土
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後

０
時
30
分
（
児
童
向
け
お
は
な
し

会)

対
象　

「
え
ほ
ん
の
森
」
利
用
者

　
　問

合
せ
先

　

図
書
館

　

☎
52
ー
０
２
４
０

問
合
せ
先

　

吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
52
ー
１
０
１
９

　

全
身
を
使
っ
て
、
リ
ズ
ム
遊
び
を

楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

４
月
18
日
㈯　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

翼
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　

小
学
生
25
人

参
加
費　

無
料

内
容　

リ
ト
ミ
ッ
ク
（
リ
ズ
ム
遊
び
）

持
ち
物　

タ
オ
ル
・
水
筒

申
込
期
間
・
方
法　

４
月
４
日
㈯
～

11
日
㈯
に
、
翼
児
童
セ
ン
タ
ー
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

問
合
せ
先

　

翼
児
童
セ
ン
タ
ー

　

☎
54
ー
２
８
３
３

自
衛
官

年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康

４
月
の
休
館
日

紙
芝
居
の
日

お
は
な
し
会

作
っ
て
あ
そ
ぼ
う

ベ
ビ
ー
ブ
ッ
ク
の

ひ
と
と
き

え
ほ
ん
の
森

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康

　

お
母
さ
ん
に
感
謝
の
気
持
ち
を
こ

め
て
、
手
作
り
の
お
菓
子
を
プ
レ
ゼ

ン
ト
し
よ
う
。

と
き　

４
月
25
日
㈯　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

吉
浜
児
童
セ
ン
タ
ー

対
象
・
定
員　

小
学
生
20
人

材
料
費　

100
円

内
容　

フ
ル
ー
ツ
・
ト
ラ
イ
フ
ル
作

り
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
バ
ン
ダ
ナ

申
込
期
間
・
方
法　

４
月
８
日
㈬
～

15
日
㈬
に
、
材
料
費
を
添
え
て
吉

浜
児
童
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
申
込
受
付
は
、
午
前
８
時
30
分
か

ら
で
す
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

母
の
日
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
作
り

子
ど
も
リ
ト
ミ
ッ
ク

訂正

３
月
１５
日
号
１０
ペ
ー
ジ
「
４
月
か
ら
、
市
内
で
歯
科
休
日
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
す
！
」
の
〈
診
療
日
〉
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

（
誤
）〈
診
療
日
〉
日
曜
お
よ
び
祝
日　

→　
（
正
）〈
診
療
日
） 

日
曜
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年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動
な
ど

を
行
な
う
５
人
以
上
の
団
体
（
社
会

教
育
関
係
）
で
加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
と
な
る
事
故　

被
保
険
者
の
所

属
す
る
団
体
活
動
中
の
事
故
お
よ

び
所
属
す
る
団
体
が
指
定
す
る
集

合
・
解
散
場
所
と
被
保
険
者
の
自

宅
と
の
通
常
の
経
路
往
復
中
の
事

故
。
（
学
校
管
理
下
を
除
く
）

※
加
入
者
の
故
意
ま
た
は
重
大
な
過

失
に
よ
る
事
故
、
自
然
災
害
に
よ

る
事
故
な
ど
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

保
険
期
間　

加
入
手
続
き
完
了
の
翌

日
午
前
０
時
か
ら
平
成
２２
年
３
月

３１
日
午
後
１２
時
ま
で

加
入
手
続
方
法

◆
加
入
依
頼
書

　

所
定
の
加
入
依
頼
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
う
え
、
掛
金
を
郵
便
局

お
よ
び
指
定
金
融
機
関
で
振
り
込

み
（
手
数
料
が
必
要
）
、
そ
の
受

付
証
明
書
を
の
り
づ
け
し
て
ス
ポ

ー
ツ
安
全
協
会
愛
知
県
支
部
へ
郵

送
し
て
く
だ
さ
い
。

※
加
入
依
頼
書
は
、
市
役
所
文
化
ス

ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ
、
体
育
セ
ン

タ
ー
、
各
地
区
公
民
館
に
あ
り
ま

す
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
掛
金

の
払
い
込
み
が
で
き
ま
す
。
（
ネ

ッ
ト
を
利
用
す
る
た
め
の
会
員
登

録
が
必
要
と
な
り
ま
す
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

・
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会

 
ʰｔｔｐ：⊘⊘ʷʷʷ．ｓｐｏｒｔｓａｎｚｅｎ．ｏｒɡ

※
同
一
団
体
で
年
度
内
に
中
途
加
入

す
る
際
は
追
加
加
入
す
る
団
体
員

の
み
の
名
簿
を
作
成
し
、
新
規
加

入
時
と
同
様
（
加
入
依
頼
書
ま
た

は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
）
の
方
法
で

手
続
き
を
行
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

中
途
加
入
を
す
る
場
合
で
も
年
間

掛
金
を
適
用
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
の
加
入
区
分
の
変
更

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
加
入
に
際
し
て
は
必
ず
「
ス
ポ
ー

ツ
保
険
の
あ
ら
ま
し
」
を
よ
く
読

み
、
納
得
の
う
え
で
の
加
入
を
お

願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先

・
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
愛
知
県
支
部

　

☎
０５２
ー
２６４
ー
４
０
４
８

・

文
化
ス
ポ
ー
ツ
グ
ル
ー
プ

　

☎
５２
ー
１
１
１
１
（
内
線
３３０
・
３３１
）

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

グ
ル
ー
プ
活
動
を
し
て
い
る
皆
さ
ん

※
Ａ
Ｗ
区
分
の
特
徴
：
個
人
活
動
・

個
人
練
習
な
ど
も
保
障
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
入
院
・
通
院
に
つ
い
て
は
治
療
日

数
１
日
目
か
ら
補
償
さ
れ
ま
す
。

加入区分および保険金額（※注意：今年度から内容が変更になっています。）
加入対象者 対　　　　　象 加入区分 掛　金

( １人年額 ) 対 象 範 囲 傷　　害　　保　　険　（保険金額） 賠償責任保険
（補償限度額） 共済見舞金死　　亡 後遺障害 ( 最高 ) 入院 ( 日額 ) 通院 ( 日額 )

子ども

団体活動全般（スポーツ・文化・ボランティ
ア・地域活動など） Ａ１ 600 円

団体活動中と
その往復中

2,000 万円 3,000 万円 4,000 円 1,500 円

身体・財物賠償
合算 １事故 ５億円
ただし、身体賠償は

１人   １億円
突然死

（急性心不全脳
内出血など）
180 万円

団体活動全般及び個人活動 ＡＷ 1,150 円
2,100 万円 3,150 万円 5,000 円 2,000 円

身体・財物賠償
合算１事故５億 500 万円

ただし、身体賠償は
１人１億 500 万円

上記以外 100 万円 150 万円 1,000 円 500 円 身体・財物賠償
合算１事故　５00 万円 対象外

大人

高校生
以上

文化活動、ボランティア活動、地域活動、
団体員の送迎、応援、準備、片付け Ａ２ 600 円

団体活動中と
その往復中

2,000 万円 3,000 万円 4,000 円 1,500 円
身体・財物賠償

合算 １事故 ５億円
ただし、身体賠償は

１人   １億円

突然死
（急性心不全脳

内出血など）
180 万円

スポーツ活動、スポーツ活動の指導 Ｃ 1,600 円 2,000 万円 3,000 万円 4,000 円 1,500 円
子どものスポーツ活動の指導限定 ＡＣ 1,100 円 1,000 万円 1,500 万円 2,500 円 1,000 円

６５ 歳
以上 スポーツ活動 Ｂ 800 円 600 万円 900 万円 1,800 円 1,000 円

子ども・大人 危険度の高いスポーツ活動 Ｄ 9,000 円 500 万円 750 万円 1,800 円 1,000 円

保育士試験予備講習会
　　　
とき　６月29日㈪～７月３日㈮、６日㈪、８日㈬、10日㈮（８日間）
ところ　愛知県社会福祉会館
　　　　（名古屋市中区丸の内）
受付期間　４月27日㈪～６月15日㈪（予定）
受講料　１日3,000円、７・８日間２万円
講習用テキスト　愛知県社会福祉協議会で販売します。（２００９ 年度
改訂版）

テキスト代　１冊1,890円（税込）、全巻（全11冊）2万790円（税込）
送料一律　400円
要綱配布日　４月上旬～中旬 (市役所のみ土・日曜日は除く )
要綱配布場所　市役所３階子育て施設グループ、いきいき広場内社
会福祉協議会、愛知県社会福祉協議会ホームページ

問合せ先　
　県社会福祉協議会施設福祉部
　☎052ー 232ー 1184

毎月30日は
高齢者を交通事故から守る日
　　　　　　
　高齢者を見たら、まずスピードダウ
ン徐行！高齢者の動きを早く察知して
ください。
　まー待つゆとり
　みー見る
　むー無理しない
　めーめだつ服装
　もーもしかして

《安全意識》
①ゆずり合い　ゆとりを乗せて　事故防止
②ルール違反　子どもは見ている　真似をする
③シートベルト　もしもの時の　命綱
ストップ・ザ交通事故・高めようモラル・

守ろうルール

問合せ先　　碧南警察署交通総務課
　☎46ー0110
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不
用
に
な
っ
た
学
生
服
の
回
収
と

販
売
を
実
施
し
ま
す
。

　

も
う
い
ら
な
い
け
ど
捨
て
る
に
は

も
っ
た
い
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
方
、

衣
替
え
を
控
え
た
こ
の
時
期
に
、
も

う
一
着
欲
し
い
と
お
考
え
の
方
は
、

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
不
用
学
生
服
の
回
収

受
付
日
時　

・
４
月
11
日
㈯　

午
前
10
時
～
午
後

３
時

・
４
月
12
日
㈰　

午
前
10
時
～
正
午

受
付
場
所　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

回
収
価
格　

学
生
服
１
点
に
つ
き
100

円

◆
リ
サ
イ
ク
ル
学
生
服
の
販
売

と
き　

５
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
～

午
後
０
時
３０
分

と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

販
売
価
格　

学
生
服
１
点
に
つ
き
200

円
※
数
量
・
サ
イ
ズ
に
は
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
お
早
め
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
先

・
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
５３
ー
５
３
７
９

・
高
浜
お
て
ん
婆
お
て
ん
娘
ま
ち
づ

く
り
の
会

　

☎
52
ー
６
５
９
８

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
で
は
、
資
源

の
有
効
利
用
を
目
的
に
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

５
月
10
日
㈰　

午
前
９
時
～

午
後
０
時
30
分

※
雨
天
の
場
合
は
、
５
月
17
日
㈰
に

順
延
し
ま
す
。

と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
イ
ベ

ン
ト
広
場

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤
者
で
、
満

20
歳
以
上
の
営
利
目
的
で
な
い
方

出
店
数　

53
店
（
先
着
順
）

区
画　

１
店
あ
た
り
2．5
ｍ
×
2．0
ｍ

料
金　

500
円

申
込
期
間　

４
月
５
日
㈰
～
24
日
㈮

申
込
方
法　

住
所
ま
た
は
勤
務
先
を

証
明
で
き
る
も
の
（
保
険
証
、
免

許
証
、
身
分
証
明
書
な
ど
）
を
持

参
の
う
え
、
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
受
付
時
間
は
、
午
前
10
時
～
午
後

４
時
ま
で
（
月
曜
休
館
）
。

※
電
話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ

ん
。

主
催　

衣
浦
衛
生
組
合
リ
サ
イ
ク
ル

プ
ラ
ザ
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
実
行

委
員
会

問
合
せ
先

　

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

　

☎
53
ー
５
３
７
９

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
ゴ
ム
手
袋
、

　

ビ
ニ
ー
ル
風
呂
敷

企
画　

藤
浦
顯
次
氏

申
込
期
間　

４
月
３
日
㈮
～
15
日
㈬

午
前
９
時
～
午
後
８
時
45
分
（
土

　

・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

託
児　

参
加
申
込
と
あ
わ
せ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

◆
褒
め
て
育
て
る
愛
犬
の
し
つ
け

　

か
わ
い
い
は
ず
の
ワ
ン
ち
ゃ
ん
が

だ
ん
だ
ん
手
に
あ
ま
り
、
気
が
付
け

ば
い
つ
も
怒
っ
て
ば
か
り
。
も
う
見

て
い
る
だ
け
で
う
ん
ざ
り
・
・
・
な

ん
て
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
。

　

成
犬
に
な
っ
て
い
て
も
大
丈
夫
で

す
。
愛
犬
と
楽
し
く
信
頼
関
係
を
築

き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る

よ
う
学
び
ま
し
ょ
う
。

と
き　

４
月
22
日
㈬　

午
前
10
時
～

正
午

と
こ
ろ　

日
本
福
祉
大
学
高
浜
専
門

学
校

定
員　

10
人

参
加
費　

100
円

持
ち
物　

筆
記
用
具

企
画　

竹
内
修
平
氏

申
込
期
間　

４
月
６
日
㈪
～
20
日
㈪

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時
45
分
（

土
・
日
曜
日
を
除
く
）

託
児　

参
加
申
込
と
あ
わ
せ
て
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

※
申
込
初
日
の
み
、
１
回
の
電
話
で

２
人
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま

す
。

※
申
込
期
間
内
に
参
加
費
を
い
き
い

き
広
場
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
へ
納
め

て
く
だ
さ
い
。
入
金
後
の
返
金
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
キ
ャ
ン
セ
ル
の
場
合
は
、
必
ず
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

い
き
い
き
広
場

　

☎
090
ー
６
５
９
２
ー
１
５
７
３

学
生
服
の
リ
サ
イ
ク
ル

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康

◆
春
の
寄
せ
植
え
を
作
り
ま
し
ょ
う

　

自
宅
で
お
花
を
育
て
ま
せ
ん
か
。

季
節
に
あ
っ
た
育
て
方
や
水
や
り
の

方
法
な
ど
教
え
て
も
ら
え
ま
す
よ
。

と
き　

４
月
17
日
㈮　

午
前
10
時
～

11
時
30
分

と
こ
ろ　

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
フ
ジ
ウ

ラ
（
春
日
町
１
丁
目
）

定
員　

10
人

参
加
費　

１
、
０
０
０
円

商
店
ふ
れ
あ
い
企
画

参
加
者
募
集

オ
リ
ジ
ナ
ル

に
こ
に
こ
ラ
ウ
ン
ジ

参
加
者
募
集

＊　
　
　
　

＊　
　
　
　

＊

リ
サ
イ
ク
ル

　
　

    

プ
ラ
ザ
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年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康 年　

金

募　

集

図
書
館

ス
ポ
ー
ツ

消　

防

ふ
ら
っ
と

　

カ
レ
ッ
ジ

児
童

　

セ
ン
タ
ー

圏
域

　

だ
よ
り

西
三
河
8
市

イ
ベ
ン
ト

　
　

だ
よ
り

圏
域

　

だ
よ
り

そ
の
他

相　

談

し　

尿

保　

健

医　

療

教　

育

臨
時
職
員

　

募　

集

か
わ
ら

　

美
術
館

国　

保

　

税
福　

祉

国
保
・

　
　

年
金

住　

宅

催　

し

サ
ン
・

ビ
レ
ッ
ジ
衣
浦

衣
浦
地
域
職
業

訓
練
セ
ン
タ
ー

健　

康

と
き　

６
月
２０
日
㈯　

開
演
／
午
後

３
時
〜

と
こ
ろ　

安
城
市
民
会
館

入
場
料　

大
人
１
，
０
０
０
円
、
高

校
生
・
大
学
生
５００
円
、
小
・
中
学

生
２００
円

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠
慮
く
だ

さ
い
。

前
売
開
始　

４
月
１９
日
㈰　

午
前
９

時
か
ら

問
合
せ
先

　

安
城
市
役
所
生
涯
学
習
課
（
安
城

市
民
会
館
内
）

　

☎
７５
ー
１
１
５
１

　

安
城
市
で
は
、
安
城
北
部
土
地
区

画
整
理
事
業
地
内
の
保
留
地
３
区
画

を
公
開
抽
せ
ん
、
４
区
画
を
一
般
競

争
入
札
で
分
譲
し
ま
す
。

受
付
期
間　

４
月
２
日
㈭
〜
１３
日
㈪

（
土
・
日
曜
日
は
除
く
）

受
付
場
所　

安
城
市
役
所
区
画
整
理

課
抽
せ
ん　

４
月
１７
日
㈮　

午
後
１
時

３０
分　

安
城
市
役
所
大
会
議
室

入
札　

４
月
１７
日
㈮　

午
後
４
時　

安
城
市
役
所
大
会
議
室

※
詳
細
は
安
城
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
同
市
区
画
整

　

理
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

　

安
城
市
役
所
区
画
整
理
課

　

☎
７１
ー
２
２
４
６

と
き　

５
月
２
日
㈯
・
３
日
㈰

と
こ
ろ　

知
立
神
社
（
名
鉄
知
立
駅

下
車
徒
歩
１５
分
）

問
合
せ
先

　

知
立
市
観
光
協
会
（
知
立
市
役
所

経
済
課
内
）

　

☎
８３
ー
１
１
１
１
（
内
線
２１１
）

愛
知
県
立
芸
術
大
学

管
弦
楽
団
演
奏
会

保
留
地
（
宅
地
）
を

分
譲
し
ま
す

知
立
ま
つ
り

　

知
立
神
社
の
祭
礼
で
あ
る
「
知
立

ま
つ
り
」
は
、
初
夏
を
飾
る
一
大
風

物
詩
で
、
１
年
お
き
に
本
祭
と
間
祭

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

間
祭
と
な
る
今
年
は
、
５
つ
の
町

か
ら
勇
壮
華
麗
な
５
台
の
花
車
が
繰

り
出
さ
れ
、
知
立
神
社
に
奉
納
さ
れ

ま
す
。

　

新
た
に
犬
（
生
後
９１
日
以
上
）
を

飼
い
は
じ
め
た
場
合
、
注
射
料
金
の

ほ
か
に
登
録
手
数
料
が
犬
１
匹
に
つ

き
３
、
０
０
０
円
必
要
で
す
。

お
願
い　

会
場
に
は
、
注
射
時
に
犬

の
首
輪
を
し
っ
か
り
押
さ
え
ら
れ

る
方
が
連
れ
て
来
て
く
だ
さ
い
。

注
意
事
項

・
生
後
９１
日
以
上
の
犬
は
、
一
生
に

１
回
の
登
録
と
毎
年
１
回
狂
犬
病

予
防
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
体
の
具
合
の
悪
い
犬
は
、
注
射
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

獣
医
師
に
相
談
の
う
え
個
別
に
注

射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
予
防
注
射
は
、
集
合
注
射
の
ほ
か

動
物
病
院
で
も
受
け
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
都
合
の
悪
い
方
は
、
動

物
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

・
登
録
し
て
い
る
犬
で
、
死
亡
や
飼

い
主
の
変
更
な
ど
が
あ
っ
て
、
ま

だ
届
け
出
を
し
て
な
い
方
は
、
会

場
ま
た
は
市
役
所
へ
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

注
射
料
金　

お
つ
り
の
な
い
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

狂
犬
病
予
防
注
射

狂犬病予防注射 ２，７５０円

注射済票交付
手　　数　　料

５５０円

合　　　　　計 ３，３００円

犬
を
飼
っ
た
ら

か
な
ら
ず
登
録
を
！

月　日 時　　間 会　　場

４月 ２０ 日㈪
午前１０時～１１時３０分 吉浜公民館北駐車場
午後１時～２時 吉浜八幡社
午後２時２０分～３時 中部公園

４月 ２１ 日㈫
午前１０時３０分～１１時３０分 大山公民館
午後１時～２時 高取農業センター
午後２時３０分～３時１０分 勤労青少年ホーム

４月 ２２ 日㈬
午前１０時～１１時３０分 市役所西駐車場
午後１時～２時 高浜南部公民館
午後２時３０分～３時 洲崎公園

狂犬病予防注射日程

■
知
立　

C
H

IR
Y

U

■

■
安
城　

A
N

JY
O

■

　

犬
は
、
登
録
す
る
こ
と
が
法
律
で

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

行
方
が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
と
き

で
も
、
登
録
し
て
お
け
ば
、
市
役
所

の
登
録
台
帳
か
ら
容
易
に
検
索
で
き

て
、
飼
い
主
の
元
に
帰
る
可
能
性
も

高
ま
り
ま
す
。

　

も
し
も
、
犬
が
逃
げ
出
し
て
行
方

が
わ
か
ら
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
市

役
所
か
碧
南
警
察
署
（
☎
４６
ー
０
１

１
０
）
、
愛
知
県
動
物
保
護
管
理
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
６
５
ー
５８
ー
２
３

２
３
）
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
糞
の
あ
と
始
末
は
責
任
を
も
っ

て
！

　

道
路
、
公
園
、
他
人
の
敷
地
な
ど
、

糞
害
で
周
辺
の
皆
さ
ん
に
大
変
迷
惑

を
か
け
て
い
ま
す
。

　

飼
い
主
は
、
責
任
を
も
っ
て
糞
の

後
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ
先

　

市
民
生
活
グ
ル
ー
プ

　

☎
５２
ー
１
１
１
１
（
内
線
２６５
）
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Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
と
生
産
農
家
で

は
小
麦
を
作
付
し
て
い
る
農
地
を
対

象
に
、
乗
用
管
理
機
お
よ
び
無
人
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
病
害
防
除
（
農

薬
散
布
）
を
実
施
し
ま
す
。

　

住
宅
や
公
共
施
設
な
ど
の
周
辺
で

は
、
緩
行
区
を
設
け
十
分
に
注
意
し

て
作
業
を
行
い
、
強
風
な
ど
、
飛
散

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
は
作
業
を
し

ま
せ
ん
。

　

散
布
作
業
中
は
付
近
に
近
寄
ら
な

い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
作
業
中
の

音
な
ど
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

周
囲
に
十
分
配
慮
し
、
実
施
し
ま
す

の
で
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

散
布
時
期　

４
月
中
旬
～
５
月
中
旬

散
布
場
所　

小
麦
栽
培
ほ
場
（
小
池

町
、
清
水
町
、
向
山
町
）

使
用
薬
剤　

小
麦
赤
か
び
病
用
殺
菌

剤
（
農
水
省
登
録
農
薬
）

問
合
せ
先

　

Ｊ
Ａ
あ
い
ち
中
央
営
農
部
農
畜
産

ま
た
は
資
材

　

☎
（
農
畜
産
）
０
５
６
６
ー
73
ー

４
４
０
６

　

☎
（
資
材
）
０
５
６
６
ー
73
ー
４

　

４
０
２

　

「
去
年
の
ズ
ボ
ン
が
き
つ
い
」「
お

腹
が
ぽ
っ
こ
り
し
て
き
た
」
と
気
に

な
る
方
、
栄
養
相
談
を
受
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

あ
な
た
の
普
段
の
栄
養
・
運
動
状

況
か
ら
、
管
理
栄
養
士
が
減
量
の
た

め
の
栄
養
の
ポ
イ
ン
ト
を
わ
か
り
や

す
く
説
明
し
ま
す
。（
減
量
以
外
の
相

談
も
可
）
自
分
に
合
っ
た
方
法
を
一

緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

と
き　

４
月
28
日
㈫　

午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分
（
１
人
30
分
程
度
）

と
こ
ろ　

い
き
い
き
広
場

対
象
・
定
員　

市
民
４
人

費
用　

無
料

申
込
方
法　

４
月
23
日
㈭
ま
で
に
、

　

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

　

い
き
い
き
広
場
内
保
健
福
祉
グ
ル

ー
プ

　

☎
52
ー
９
８
７
１

救
命
講
習
会

会　　場 安城消防署 碧南消防署 刈谷消防署
講習会名 小児・乳児応急手当講習会 普通救命講習会Ⅰ 普通救命講習会Ⅰ
開  催 日 ４月 １８ 日㈯ ４月 ２６ 日㈰ ４月 ２３ 日㈭
開催時間 午前９時～ １１ 時 午前９時～正午 午前９時～正午
定　　員 先着 １５ 人 先着 ２０ 人 先着 ２０ 人

申  込 先
・

詳　　細

無　料
４月５日㈰午前９時
から募集開始

☎ ７５‒２４９４　救急係へ

無　料
４月５日㈰午前９時
から募集開始

☎ ４１‒２６２５　救急係へ

無　料
４月５日㈰午前９時
から募集開始

☎ ２３‒１２９９　救急係へ
対  象 者 　碧海５市在住・在勤の方　　　※いずれの会場でも受講できます。

小
麦
病
害
防
除
を

実
施
し
ま
す

栄
養
相
談

地域で支える「高齢者配食サービス事業」−５−

問合せ先　いきいき広場内保健福祉グループ　５２－９８７１
※高齢者配食サービス事業の詳細については、11月1日号広報をご覧ください。

Q.お弁当作りで気を付けていることはありますか？
A.旬のものを出来たてで味わっていただきたいと思って作っています。お弁
当はどうしても作りたてを食べていただくわけにはいきませんが、なるべく
出来たてに近い状態で味わっていただけるよう、届いたらすぐにお召し上が
りください。

配食メニュー紹介
【釜めし】
江戸みこし（湯山町）

保健師からのワンポイントアドバイス
　少量を作るのは難しい炊き込みご飯は、高齢の方
や一人暮らしの方には嬉しいですね。季節の彩りや
旬を、ご飯と一緒に味わうことができます。
　おこわよりもやわらかく、食べやすいですよ。
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市
役
所
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
か

ら
、
子
育
ち
・
子
育
て
支
援
に
関
す

る
情
報
を
毎
月
１
日
号
で
、
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

子
育
て
家
庭
優
待
事
業

広
域
連
携
の
お
知
ら
せ

今回は岡田ゆりさん（吉浜小6年）からのエピソードです。

○
子
育
て
家
庭
優
待
事
業
と
は

　

こ
の
事
業
は
、
愛
知
県
と
市
町
村

が
協
働
で
、
１８
歳
未
満
の
子
ど
も
を

お
持
ち
の
子
育
て
家
庭
と
妊
娠
中
の

方
に
「
は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
」
を
配
布

し
、
こ
の
カ
ー
ド
を
協
賛
店
舗
・
施

設
で
あ
る
「
は
ぐ
み
ん
優
待
シ
ョ
ッ

プ
」
な
ど
で
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、

お
店
が
独
自
に
設
定
す
る
商
品
の
割

引
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
特

典
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
す
。

○
三
重
県
、
岐
阜
県
で
も
使
え
ま
す

　

４
月
１
日
か
ら
は
、
岐
阜
県
や
三

重
県
と
連
携
し
、
利
用
で
き
る
店
舗

が
拡
大
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
県
内
の
「
は
ぐ
み
ん
優
待

シ
ョ
ッ
プ
」
の
ほ
か
、「
岐
阜
県
子
育

て
家
庭
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
参
加
店

舗
（
岐
阜
県
）」、「
子
育
て
家
庭
応

援
事
業
協
賛
店
（
三
重
県
）」
で
も
、

利
用
で
き
ま
す
。

○
協
賛
店
舗

　

協
賛
店
舗
に
は
、
店
頭
に
ス
テ
ッ

カ
ー
が
貼
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
情
報
提

供
し
て
い
ま
す
。

愛
知
県

h
ttp
://w

w
w
.p
re
f.a
ic
h
i.

jp/0
0
0
0
0
0
5
0
7
1
.htm

l

岐
阜
県

http://w
w
w
.pref.gifu.lg.jp/

pref/s1
1
1
2
1
/cam

paign/

三
重
県

http://w
w
w
.jisedai.pref.

m
ie.jp/m

em
ber/

○
は
ぐ
み
ん
カ
ー
ド
の
配
布

　

市
役
所
３
階
こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー

プ
、
い
き
い
き
広
場
、
い
ち
ご
プ
ラ

ザ
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
お
持

ち
で
な
い
方
は
、
窓
口
へ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

愛知県・名古屋市・岐阜県・三重県
子育て家庭優遇事業カード一覧

愛知県 名古屋市

岐阜県 三重県
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市
で
は
、
平
成
１６
年
１１
月
１
日
に

策
定
し
た
「
た
か
は
ま
子
育
ち
・
子

育
て
応
援
計
画
」
に
基
づ
き
、
子
育

て
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
目
標
事
業
量
な

ど
を
掲
げ
、
具
体
的
な
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
１９
年
度
の
実
績
お
よ
び
平
成

２０
年
度
の
見
込
み
、
平
成
２１
年
度
以

降
の
目
標
事
業
量
を
最
新
の
内
容
に

変
更
し
ま
し
た
。

　

変
更
内
容
は
、
こ
ど
も
育
成
グ
ル

ー
プ
、
い
き
い
き
広
場
、
保
健
セ
ン

タ
ー
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
、

市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧
で
き

ま
す
。

※
計
画
の
冊
子
な
ど
が
必
要
な
方
は
、

　

こ
ど
も
育
成
グ
ル
ー
プ
へ
連
絡
し

　

て
く
だ
さ
い
。

カ
ワ
ラ

キ

月
か
わ
り

レ
シ
ピ

の

『
た
か
は
ま
子
育
ち
・
子
育
て
応
援
計
画
』

　

市
で
は
、
市
内
の
保
育
所
・
幼
稚

園
・
認
定
こ
ど
も
園
で
の
保
育
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
と
利
用
者
の
皆
さ

ま
に
対
す
る
情
報
提
供
の
た
め
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
評
価
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

保
育
サ
ー
ビ
ス
評
価
委
員
会
に
よ

る
平
成
２０
年
度
の
評
価
結
果
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

　

評
価
結
果
は
、
こ
ど
も
育
成
グ
ル

ー
プ
、
各
保
育
園
・
幼
稚
園
・
認
定

こ
ど
も
園
、
各
児
童
セ
ン
タ
ー
の
窓

口
、
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

保
育
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
の
結
果

平
成
２０
年
度

目
標
事
業
量
を

変
更
し
ま
す

　

こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
の
か
わ
ら
食
人
カ
ワ
ラ
ッ
キ

ー
が
、
保
育
園
で
子
ど
も
た
ち
が
食

べ
て
い
る
給
食
や
お
や
つ
の
作
り
方

の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ご
家
庭

で
も
簡
単
に
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お

子
さ
ん
と
一
緒
に
作
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

◆
菜
の
花
ご
は
ん

材
料
（
１
人
分
）　

菜
の
花
２０
ｇ
、

　

コ
ー
ン
１０
ｇ
、
し
ら
す
干
し
１０
ｇ
、

　

ご
は
ん
適
量
、
塩
少
々

作
り
方

①
菜
の
花
は
５
㎜
程
度
に
切
る
。

②
鍋
に
お
湯
を
沸
か
し
、
コ
ー
ン
、

　

し
ら
す
干
し
、
菜
の
花
を
そ
れ
ぞ

　

れ
ゆ
で
る
。
菜
の
花
の
水
気
を
し

　

ぼ
る
。

③
菜
の
花
、
コ
ー
ン
、
し
ら
す
干
し

　

を
和
え
、
塩
を
ふ
っ
て
ご
は
ん
に

　

混
ぜ
る

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
か
ら
一
言

コ
ー
ン
が
ち
ょ
う
ど
黄
色
く
咲
い
た

菜
の
花
み
た
い
に
見
え
る
よ
。

菜
の
花
は
春
の
野
菜
だ
か
ら
少
し
苦

味
が
あ
る
ん
だ
。
苦
味
は
冬
か
ら
春

に
変
わ
る
こ
と
を
知
ら
せ
て
く
れ
る

大
切
な
味
だ
よ
。

カワラッキーの
着ぐるみを
貸し出しします

　こども食育マスコットキャラクター
「かわら食人　カワラッキー」の着ぐ
るみが、昨年10月に完成しました。
　カワラッキーは、市内のイベントや
幼稚園、保育園、小学校などへ出張し、
子どもたちの食育のお手伝いをしてい
ます。
　着ぐるみの貸出要綱ができましたの
で、市内の食育活動などに使用してい
ただけます。ぜひ、ご活用ください。
　貸し出しには、申請が必要です。詳
細は、市役所こども育成グループへ問
い合わせてください。

子
育
て
っ
て

た
い
へ
ん
で
す
か
？

〜
１
日
に
何
回
子
ど
も
と

一
緒
に
笑
い
ま
す
か
〜

と
き　

４
月
２５
日
㈯　

午
前
１１
時
〜

　

午
後
１２
時
３０
分
（
開
場
午
前
１０
時

　

３０
分
）

と
こ
ろ　

い
き
い
き
広
場
ホ
ー
ル

講
師　

佐
々
木
正
美
・
伊
藤
幸
弘

定
員　

１５０
人

参
加
費　

１
，
０
０
０
円
（
小
冊
子

　

と
お
茶
代
と
し
て
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す
。

申
込
期
間　

４
月
１
日
㈬
〜
１１
日
㈯

申
込
先　

高
浜
づ
く
り
市
民
会
議
事

　

務
局
へ
フ
ァ
ク
ス
（
℻
５２
︱
６
７

４
８
）
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

・
高
浜
づ
く
り
市
民
会
議
事
務
局

　

☎
５２
︱
３
８
９
７

・
市
子
育
て
施
設
グ
ル
ー
プ

　

☎
５２
︱
１
１
１
１
（
内
線
３１５
）

対

談

　

こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
「
か
わ
ら
食
人　

カ
ワ
ラ
ッ

キ
ー
」
の
デ
ザ
イ
ン
を
営
利
活
動
に

も
使
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、「
高

浜
市
こ
ど
も
食
育
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ

ラ
ク
タ
ー
の
使
用
に
関
す
る
要
綱
」

を
定
め
ま
し
た
。

　

デ
ザ
イ
ン
の
使
用
料
は
無
料
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
、
ご
活
用
い
た
だ
き
、

高
浜
市
の
食
育
の
Ｐ
Ｒ
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
使
用
に
は
、
申
請
が
必

要
で
す
。
詳
細
は
、
こ
ど
も
育
成
グ

ル
ー
プ
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
利
活
動
に
も

カ
ワ
ラ
ッ
キ
ー
の

デ
ザ
イ
ン
を
使
用
で
き
ま
す
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PREFEITURA DE TAKAHAMA INFORMA

定額給付金等申請書は届きましたか？
RECEBERAM O FORMULÁRIO DE SOLICITAÇÃO DO SUBSÍDIO DE VALOR FIXO?

OBJETIVO
 O subsídio de valor fixo, além do objetivo de auxiliar no sustento da população durante essa 
recessão econômica, destina-se a estimular a economia regional.
PÚBLICO ALVO
 Pessoas que possuem o registro de estrageiro em Takahama no dia 1º de fevereiro de 2009.(Exceto 
pessoas com permanência ilegal ou com permanência de curto período)
VALOR DO SUBSÍDIO
 12.000 yenes para as pessoas que se enquadram nos requisitos.
(Para as pessoas que no dia 1º de fevereiro de 2009, estavam com a idade acima de 65 anos e 
abaixo de 18 anos, receberão 20.000 yenes.
BENEFICIÁRIO   Própria pessoa que se enquadra. 
COMO SOLICITAR
 Preencher o formulário da solicitação enviado pela prefeitura, e junto coloque uma cópia do 
cartão de registro de estrangeiro, cópia da caderneta bancária e envie de volta para a prefeitura 
utilizando o envelope-resposta. 

　※Ou então veja a instrução que foi enviado junto com o formulário de solicitação. 
PERÍODO DE SOLICITAÇÃO
　Do dia 25 de março (quarta-feira) à 9 de setembro(sexta-feira)
BALCÃO DE RECEBIMENTO
　À partir do dia 8 de junho (segunda-feira) será constituído um balcão para esse fim.
INFORMAÇÕES

　BALCÃO DO SUBSÍDIO DE VALOR FIXO 
TEL 52-1111   FAX 52-1111

家庭で不要になっている学生服をリサイクルしませんか？
NÃO GOSTARIAM DE RECICLAR OS UNIFORMES ESCOLARES QUE NÃO SÃO MAIS UTILIZADOS?
 Iremos recolher e comercializar uniformes escolares que não estão sendo usados.
Tem muitas pessoas que não vão utilizar mais, mas pensam que é um disperdício jogá-los jora, ou 
na mudança de estação gostariam de possuir mais uma muda, não deixe de vir.

RECOLHIMENTO DOS UNIFORMES 

Horário de recebimento
Dia 11 de abril (sábado) 10:00hs às 15:00hs 
Dia 12 de abril (domingo) 10:00hs às 13:00hs 
Local de recebimento  Kinuura Eisei Kumiai Recycle Plaza 
                                           (Takahama-shi Ronchi-cho 4-7-17 tel. 53-5379
Custo do recolhimento  A cada peça será pago 100 yen.
Venda de uniformes escolares usados 
Data/Hora 10 de Maio (domingo) das 9:00hs às 13:00hs 
Local Kinuura Eisei Kumiai Recycle Plaza
Custo A cada peça do uniforme será vendido por 200 yenes
Não há um limite exato da quantidade e da numerção das peças, portanto comparecercom 
atntecedência.

Informação Kinuura Eisei Kumiai Recycle Plaza ou no Takahama Otemba Otenko MachiTzukuri (tel 
52-6598)

子育て応援特別手当
SERÁ PAGO O SUBSÍDIO ESPECIAL DE APOIO À CRIAÇÃO INFANTIL

Estão enquadrados dos filhos mais novos ao mais velhos que tenham irmãos abaixo do colegial.
OBJETIVO
 O subsídio especial de apoio à criação infantil, no ponto de vista do encargo na fase da 
educação infantil em famílias com muitos filhos, como medida do ano fiscal 20(2008), será pago no 
valor de 36.000 yenes para cada à partir do 2ª filho

CRIANÇAS QUE SE ENQUADRAM NOS REQUISITOS
 Aplica-se à partir do 2º filho e que no ano fiscal 20 (2008)faltavam 3 anos para ingressar no 
primário( específicamente, nascidos do dia 2 de abril de 2002 a 1º de abril de 2005). 

※O fator que irá considerar como 2º filho, será a contagem das crianças por ordem de idade, 
como 1º filho, 2º filho, dentre as crianças abaixo de 18 anos(específicamente nascidos após dia 2  

de abril de 1990)

※Mesmo tendo irmãos que morem separados, mas que seja dependente da mesma pessoa, está 
dentro dos requisitos para receber o subisídio.

VALOR DO SUBSÍDIO
 Será pago ao chefe da família que vive junto com a criança o valor de 36.000 yenes para cada 
criança que se enquadra nos requisitos.
BENEFICIÁRIO
 Chefe da famíla em que vive a criança enquadrada.
Pagamento do subsídio especial de apoio à criação.
TRÂMITES PARA O REQUERIMENTO
 O requerimento do subsídio deve ser feito pelo chefe da família em que vive a criança que se 
enquadra nos requisitos.No período até o dia 25 de setembro de 2009.
 Será notificado aqueles que na data do dia 1º de fevereiro de 2009, possuiam seus registros de 
residência na cidade.Após receber o aviso, veja a explicação em anexo, e faça seu requerimento.
 Em casos de irmãos que vivem separados, casos de nacionalidades diferentes dentro da mesma 
família, poderá ocorrer do aviso não ser emitido, mesmo em meados de abril não estiver chego, 
por favor faça o requerimento.
CONTATO
Prefeitura de Takahama, Balcão do subsídio de valor fixo
Tel 52-1111 (ramal 353~357) Fax 52-1110
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主な内容

外に出て春を感じる
●施政方針・教育行政方針
●平成２１年度当初予算決定
●定額給付金等申請書は届きましたか
●子育て応援特別手当
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　薄墨桜に続きソメイヨシノの開花時期となりましたね。
市内でも大山緑地をはじめ、八幡社、稗田川沿いなどでも
美しく咲いた桜を見ることができます。大山緑地では、４
月５日まで夜間照明が灯され、夜桜の幻想的な雰囲気を楽
しむことができます。天気のいい日には、外に出て、花見
をしながらお散歩するのもいいですね。（ほ）
（大山緑地の夜間照明は開花状況によって変更になる場合があります。）

外に出て春を感じる

　かわら美術館では、美術館をもっと身近な存在とし
て感じていただくため、４月から例年の講座に加え、
新しい陶芸講座を開講します。
ぜひ、この機会にご参加ください。
休館日　毎週月曜日（月曜日が祝日の場合はその翌日）、
　　　　（年末年始12月 28日～１月１日）

半日体験コース（午前の部・午後の部）
〈陶芸創作体験〉
　かわら美術館で陶芸体験ができることをご存じで
すか。
　湯のみや皿、花びんなどが手作りできるほか、鬼
面などの型抜きもあり、小さなお子さんからご年配
の方まで陶芸を楽しむことができます。
　みなさんが体験するのは土をこねて作品をつくる
まで。その後は熟練した指導員が釉薬をかけて焼き
あげます。
料金　高校生以上1,000円、
　　　中学生以下  470円（ともに粘土１㎏を含む）
※なお、20人を超える団体（高校生以上、中学生以
下の混合も利用可）は、１人800円となります。
〈陶芸絵付体験〉
　素焼きのカップや皿に好きな絵や模様を描く体験
コースはいかがですか。手軽にオリジナル作品ので
きあがりです。
料金　素焼き製品代（カップ・皿／１個230円）
※ひとり３個まで＋470円

定員　各32人
申込方法　美術館へ電話での事前予約をお勧めします。
※作品の完成までに約２か月前後かかります。
※完成作品の受取りは、直接来館するか、宅配でお
送りします。（ただし、来館の場合は、完成通知はが
き代50円が必要となります。また、宅配での手配は、
配送料実費をお支払い願います）

開講予定講座
〈初級・中級ロクロ講座〉
　木・金コースと土・日コース
〈家庭食器陶芸講座〉
　カレー皿、さんま皿、和食器など、日常で使いやす
い食器を親切・丁寧な指導のもとで作れる新企画です。
その他、夏休み自由研究応援講座、プレゼント講座（母
の日・父の日など）、親子講座などを開講する予定です。

問合せ先　かわら美術館　☎52－ 3366㈹




